
Ill-129 14号・ 22号木棺墓下部

/
二

゜ 50cm 

m-130 14号木棺墓実測図

形態は不整楕円形を呈し、 東側が幅広い。 長軸方向はN65'Wになり、 墓壊の長軸は 1.85 m· 短軸中央 0.83 mを

測る。 検出面からの掘り込みは、 東壁が深く 40cm、 最も浅い西壁で 32cmになる。 木棺部の長軸は 1.sm で、 木口

痕の掘り込みは東で 12cm、 西で 14cmを測る。 埋葬人骨は 1体と考えられ、 頭部を東に据える。
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10cm 

副葬品はない。注目する土器

に 4 がある。頸部に長い突帯を

有し、 それの先端に列点文がめ

ぐり、それ以下は条痕文になる。

他は棒状沈線文と櫛歯状工具に

より施文される。 地文は縄文地

とハケ整形痕になる。
III-131 14号木棺墓出土土器

゜
III-132 22号木棺墓実測図

この遺構も、 墓壊と木棺部を明確に検出することができた。 掘り込み面は、 黄褐色粘質土で、 木棺部覆土はこれ

より黒味を帯びた砂質土が混入しており、 墓塘覆土は黄褐色砂質土が含まれていた。墓塘形態は隅丸長方形を呈し、

長軸方向はN 73
°
W になる。 長軸規模は 2.1mで、 短軸中央1.omを測る。 検出面からの掘り込みは、 東壁38 cm· 

西壁 50cm · 北壁 2 9cm · 南壁32cm になる。底面は平坦である。 木棺部も墓塘と同様長軸方向になる。 形態は長方形

になり、 長軸規模は1.68 m・短軸 0. 52 mを測る。深さは東壁 2 6cm · 西壁18cm · 北壁 2 2cm · 南壁17cm になる。

ただし木口痕から推定した長軸は1. 4mである。 木口痕は東側で長軸 52cm ・ 短軸 7cm · 深さ15cm 、 西壁で長軸64

cm ・ 短軸 40cm · 深さ 2 5cm を測る。 木棺の板材の厚さは土層から確認できなかった。人骨は1体が埋葬され、 頭部

を東に向ける屈肢葬であり、 頭を縦板ぎりぎりに入れたものと推定される。人骨の検出範囲は1. 2 mで、 西側木ロ

痕を含め、 西側の木棺部施設は何を意味するか不明である。
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Ill-133 22号木棺墓

lll-134 

1 .  茶褐色。 2 . 黒褐色。3.

茶褐色。 4 . 黄褐色。 5 . 黒褐

白 ・ 黄雲母多含。 6 . 白褐色。

7. 黒褐色 ・ 黄雲母多含。 8 .

暗褐色。 9 . 暗褐色。10 . 黒褐

色。11. 茶褐色。12 . 黒褐色。

13. 茶褐色。14 . 黄褐色。15.

暗褐色。16 . 赤褐色 ・ 黄雲母多

含。17. 暗褐色。18 . 黒褐色・

白色凝灰岩粒含。19 . 赤褐色。

2 0 .  暗褐色。 21. 黒褐色。 2 2 .

白灰色・黄雲母含。

白灰色。 2 5. 黒褐色・黄雲

母多含。胎土を記さないものは、

石英粒を含む。

この墓壊から土器 片のはか、 表裏とも棒状工具で施文された土偶胴部(Ill- 1 65- 5 )が、 裏 面に加工痕のない

黒曜石製の石鏃（同 一 2 0)、 そして安山岩製の環状石器( IIl- 17 0- 23 ) が出土している。 土器 片の出土量も多い。

3はハケ整形痕を残す無文の広口壺である。 棒状工具による区画文になると思われるものに、 6 · 7 · 8 · 10 · 16 

があり、 16 を除 いて縄文が付される。また同工具で重円孤文を描〈15、平行線文の 4 · 9 · 12 · 14· 2 5があり 、 ま

た11・ 19 には波状文があり、12 の外面はていねじヽにみがかれる。17 は体部上半の破片と思われ、 隆帯がみられる。

先端は列点文力籠される。 櫛歯状工具によるものには、 5· 6 · 11・ 16 · 18 · 23-2 5 がある。 ただ23·24 は淡黄褐色

を呈し、 条痕文が深く、 貝殻によるものと思われる。2 0 -2 2 の口唇部には列点文力吼ほされる。 10 · 25 には赤色顔料

が付着している。
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IIl-135 土壊 57出土土器

底面より出土したも

の で、 1 -3 は ま と

まっていた。 1 は大形

の壺形土器 で、 口縁部

は直線になり、 ヘ ラミ

ガキが施される。 また

口縁部に環状の把手が

4個付けられる。 口縁

内部の突出部上面には

棒状工具による刺突文

様列点文がめぐる。 ま

た外面の突帯は、 指頭

による列点文になる。

突帯間はナテ整形であ

る。 頸部はくの字形に

なり、 肩部下は条痕文

になる。 内面はナデ整

形であるが器 面剥離が

著しい。 白灰色から黄

褐色を呈する。 胎土に

小砂粒が多く含まれ

る。 ※
※2 は高台の破片であるが、 器 種を

断定できない。 外面はヘ ラミガキで、

内面はナテ整形され、 細い沈線により

日の字形の文様を描く。 3 は短頸の壺

で、 体部は算盤玉形になる。 茶褐色を

呈し、 胎土に石英粒を含む。 体部上半

はヘ ラミガキ様整形で、 内面はヨコナ

デである。 4は短頸壺と推定される。

5·6 は櫛歯状工具による条痕文にな

る。 ともに焼成は良好であり、 胎土に

石英粒を含む。

ll-136 土塘 57
この土塘は、 他とそれ程変るものではないが、 出土土器 が特異なものであり、 また底面に赤色顔料 痕が残ってお

り墓壊と考えている。 162 号住居址により東側半分が破壊を受けるが、 形態は楕円形を呈し、 長軸1.40 m・ 短軸l.

om・ 深さ35cm を推定する。 底面は舟底状を呈する( lll - 447)。
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rnー 137 第V墓猥群分布図

゜ Im 

lll-138 第V墓壊群実測図
第V墓墳群今回の調査で確認された最南にある一 群で、 地籍は中条である。墓壊群の中央または東端を調査した

ものと思われる。 墓猥の位置分布は、 15 号木棺墓が南北に主軸があるのにたいし他の3 基は、 東西に主軸をもち、

並列的になる。 確認面は黄褐色粘質土上部の暗褐色の漸移層からで、 覆土は同質のより黒味を帯びたものになる。

この付近からの遺構確認面から古墳時代の住居址床面と思われるものが認められたり、 出土遺物からもそれを裏付

ける土器 を採集した。17 号木棺墓は、 173 号住居址により南壁が破壊される。
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•管玉 0 50cm 

IIl-139 15号木棺墓実測図

Ill-140 15号木棺墓

形態は不整隅丸長方形を呈する。 上面下より円礫が認められ、 その中より碧玉製の管玉(IIl-166-20·21)の出

土をみて、 はじめて墓壊であると判断したが、 すでに円礫のはとんどが除去されていた。 全面に敷き詰められてい

たものと思われる。長軸ほぽ南北軸方向になる。長軸2.22 m ・ 短軸1.04 mを測る。木棺部の長軸は1.35 mになり、

縦板木口痕は、 北側のもので長軸70 cm ・ 幅23 cm· 深さ18 cmになる。 頭部は南に据えられたものと思われる。
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ヽ゜ 50cm 

III-141 16 号木棺墓実測図

lll-142 16 号木棺慕

この墓堀は、 23 号と17 号にはさまれた形で検出されたもので、 覆土は他と同様暗褐色砂質土になる。縦板木口痕

が認められないことから土猥墓の可能性がある。 形態は東側が隅丸長方形で、 西側は楕円状になる。 長軸方向はN

1o·wで、 その規模は1.62 mを測る。短軸は中央部 0. 75 mになる。掘り込みは全体に浅〈、 東壁6cm · 西壁 7cm · 

北壁3 cm · 南壁 4cm になる。底面は西に傾斜している。尚この墓猥からの人骨の確認はなかったが、 壺・甕片が出

土している。黄褐色を呈し、 胎土に黄雲母を含む。内面はヘ ラナデ整形である。 3 は茶褐色を呈し、 胎土に石英粒

を含む。 文様は櫛歯状工具による。 4 · 6 は壺 で、 5 は浅鉢で、 7 · 8 は甕形土器 であろう。
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IIl-143 16号木棺盗出土土器
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Ill-144 17号木棺墓実測図

111-145 17号木棺墓· 同断面
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形態は不整隅丸長方

形になる。 長軸方向は

N 68'Wになるか、 そ

の規模は不明である。

短軸0.8m、 東壁5

cm· 北壁8cm · 南壁10

cmを測る。木棺部の長

軸は50-55 cmである。

東側木口痕の深さは

25 cm· 西側で17 cmに

なる。木棺部の底面は、

小円 礫が敷き詰めら

れ、 この上から頭部と

大腿骨の一 部が確認さ

れ、 頭部を東に裾えた

屈肢葬と考えられる。

覆土は、 上面から木口

底面まで同質の暗褐色

砂質土である。



1 0cm 

!Il-146 17号木棺蒻出土土器

III-147 23号木柁雌

1 · 3 · 5 が礫床上から検出さ

れたほかは、 覆土中からである。

lは、 壺の肥厚した口 縁部片で円

孔がうがたれる。棒状工具による

施文で、 同様工具によるものに3

の三角形区画文と刺突文がある。

他は櫛歯状工具による施文で、 4

には波状文が、 5 の口 唇部に列点

文が描かれる。

実測図はlll-138 を参照にして

いただきたい。第V墓堀群北に位

置するが、 1 6· 17 と並列する。形

態は長方形を呈するものと思わ

れ、 また縦板木口 痕から察すると

検出した遺構は、 木棺部であろう。

主軸方向はN 7o·w前後になる。

長軸規模は、 茜壁が調査区外に延

びるため不明である。短軸は中央

の最大幅になるところで 9 0cmを

測る。掘り込みは、 南• 北壁で5

cmと浅いものである。東壁にある

木 口 の掘り込み規模は、 長軸 75

cm ・ 短軸24 cm ・ 深さ22 cm になる。

またこれに接して底面より 10cm

程の落ち込みがある。覆土は同質

のものである。北壁西側に長軸20

cm のピットがあり、 16号にも認め

られ何を意味する施設か不明であ

る。人骨及び時期を比定する遺物

の出土はなかった。

第V墓横群は、 底面付近の検出にとどまったが、 調査トレンチ西壁を観察するに、 その掘り込み面を確認するこ

とができなかった。むしろ直上から後世のものと推定される床面状遺構があるので、 この時期に削平されてしまっ

たと考えられる。それでも運良く確認できた遺構群である。
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祭祀遺構(III -391) 

136号住居址下部の調査を実施し

た除発見したもので、 形 態は円形を呈

し、 袋状の掘り込みになる。 上面の直

径1.32m· 底面直径1.42m で、深さ

は30 cmを測る。底面は平坦で軟弱であ

り、中央より南側へ直径約30cm· 深さ

12 cmのピットがある。出土土器は2個

体にすぎないが 、 その出土状態はこの

破片を 底面に敷いた状態であった。

曼

7
[
 

゜ 10cm 

Ill-148 祭祀遣構出土土器

lは口縁部が内傾する無頸壺である。 内径

30. 2 cm ・ 外イ至19 .0 cmを測り、 器高は23. 2 cm 

を推定する。色調は暗褐色から黒褐色を呈し 、

胎土に小砂粒を含む。 焼成は良い。 外面の無

文帯は、 てい ねいなヘラミガキが施され、 内

面はヨコナデ整形である。 口縁部に1孔を、

それに対する肩部に環状の把手が付される。

施文は縄文と棒状工具によっている。 2は壺

の頸部から肩部にかけての破片で、 黒褐色を

呈する。 胎土に小砂粒を含み、 焼成はやや不

良である。 施文具は櫛歯状工具が用いられ、

はね上げ様の波状文かみられる。 内面はナデ

整形であるが、 成形痕を残す。
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m-149 その他出土土器(1)

1 の頸部は、 9 本の平行沈線文になるが、 施文具は他と異なり角のあるものを使用している。体部は無文でハケ

整形後ヘ ラミガキが施される。黄褐色から黒褐色を呈する。遠賀川系の土器 と考えている。 2 は浅鉢形をなし 、 3

は祇である。4 には四方に突起が付される。5 は重四角文の区画文を、 9 には波状の山形文が施文される。6 は体

部全体に縄文がある。以上は中期前半に比定される土器 で 、 他は後半に位置づけられよう。 1 1 は蓋である。
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5号住居址(1 -5) 1. 口唇

部面取り、茶褐色、 石英粒含、ハケ

整形。 2 .  口唇部に押引列点文、 黄

雲母含、 灰褐色。 3 . 暗褐色、 石英

粒含。 4 . 灰黄褐色、 石英粒含。 5 .

灰黄褐色、 微石英粒含。

8号住居址 (6) 黒褐色、 石英

粒含、 外面ヘラミガキ・内面ナデ。

9号住居址 ( 7 ) ロ 縁部有段、

灰黄褐色、微石英粒、 内面ヨコナデ。

13号住居址(8) 灰色、 黄雲母

含。

27 

20号住居址(9) 暗褐色、 石英

粒含、 黄雲母含、内面ヘ ラナデ整形。

27号住居址(1 0 ) 櫛歯状工具施

文、 黄褐色、 黄雲母含、内面下半ハ

ケナデ、 上半ヨコヘ ラナデ整形。

39号住居址(11) 暗褐色、 黄雲

母含、 外面ヘラミガキ・内面ヨコナ

デ。

40号住居址 (1 2·13 ) 12 . 暗褐

色、 黄雲母含、 内面ヨコヘラ整形。

13. 黄褐色、 小砂粒含、内面ヨコナ

デ。

50号住居址(1 4) 灰黄褐色、 石

英粒・黄雲母含、内面ナデ整形。

54号住居址(16) 茶褐色、黄雲

母含。

57号住居址( 15) 黄褐色、 黄雲

母含。

71号住居址(17) 外面上半赤色

塗彩、 内面ヨコナデ整形、 微石英粒

含。

79号住居址 (18· 19) 暗褐色。

84号住居址(20-24) 2 0 .  黄褐

色、 微石英粒含、 ハケナデ・ ナデ整

形。21. 暗褐色、 微石英粒含、 内面

ョコナデ整形。 22. ロ 縁部に隆帯、

黄褐色、 微石英粒含。 23. 灰褐色、

lll-150 その他出土土器(2 )
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15 

内面ヨコナデ整形。24. 灰褐色、 微

石英粒含、 内面ヨコナデ整形。

85号住居址(25-27) 2 5. 半載

竹管の列点文、 暗褐色、 微石英粒含。

2 6, 灰黄白色、 微石英粒含、 内面に

凹凸あり。2 7. 黄褐色、 石英粒多含。

88号住居址( 1 ) 黄褐色、 黄雲

母含、 貼付文、 内面ヨコヘ ラミガキ。

91号住居址 (2-8) 2 ·3 .  

円孔が両面よりうがたれる、 暗褐色、

微石英粒含。3 . 黄褐色、 黄雲母含、

ヘ ラナデ整形。 4 . 黄褐色、 黄雲母

含。5. スス付着、 暗褐色、 黄雲母

含。6. 暗褐色、 黄雲母含、 内面へ

ラナデ整形。 7 . 灰黄褐色、 黄雲母

含。8. 黄褐色、 黄雲母含。

92号住居址 (9 ) 灰褐色。

93号住居址(1 0 ·ll) 10 . 口唇

部に櫛歯状工具の列点文、 口縁部に

隆帯があり、 指頭による列点文、 黄

褐色、 石英粒多含。1 1 , 黄褐色、 微

石英粒含。

皇[\'14,( 苦I,
ご冒

ー
、曾1 24

箪ー，'., 息＼言'27

95号住居址(12-1 6 ) 12 . 灰褐

色、 黄雲母含。13. 黒褐色、 黄雲母

含、 内面ハケナデ整形。14 . 黄褐色、

石英粒多含。15·16. 底部に布圧痕、

内面ナデ整形。

96号住居址(17-19) 17. 茶褐

色、 石英粒含。1 8 . 暗褐色、 微石英

粒含。1 9 . 灰褐色、 微石英粒含。

97号住居址(20-27) 2 0 .  列点

文は半戟竹管による、 灰褐色、 石英

粒多含、 内面ヨコヘ ラナデ整形。21.

半戟竹管による剌突文、 黄褐色、 黄

雲母含、 内面ヨコナデ整形。22. 暗

褐色、 微石英粒、 黄雲母含、 内面ヨ

コナデ整形。23. 暗褐色、 微石英粒、

黄雲母含、 内面ヨコナデ整形。24.

黄褐色、 黄雲母含。 2 5. 有段口縁、

Ill-151 その他出土土器(3)

- 86 -
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黄褐色、 微石英粒、 内面ナテ整形。

2 6. 幅広い櫛歯状工具による施文、

灰褐色、 微石英粒含、 内面ナデ整形。

99·100号住居址 (27) 棒状エ

具によるコの字 重文、 灰黄褐色、 微

石英粒含、 内面ヨコナデ整形。

101号住居址 (1- 7 ) 1 .  灰

黄褐色、 微石英粒・黄雲母含。 2.

茶褐色、 微石英粒含。 3. 黄褐色、

黄雲母• 石英粒含。 4 . 暗茶褐色、

黄雲母・微石英粒含。 5 . 茶褐色、

黄雲母• 石英粒含。 6 . 黄褐色、 微

石英粒含。 7 . 灰褐色、 石英粒含。

102 号住居址 (8·9 ) 8 .  暗

褐色、 黄雲母・微石英粒含。 9 . 灰

褐色、 微石英粒· 黄雲母含。

103号住居址 (1 3 · 1 4) 13. 突

帯か めぐる、 黄褐色、 石英粒含。 14 .

暗褐色、 石英粒含、 内面ヨコハケ。

105号住居址 (1 0-12) 10. 灰

色、石英粒含。 11. 黒褐色、 黄雲母

含。 12 . 暗褐色、 微石英粒含。

106号住居址 (15 -17) 15. 隆

帯がめぐる、 黄褐色、 黄雲母含。 16.

暗褐色、 微石英粒含。 17. 灰黄褐色、

石英粒含。

108号住居址 (18-23 ) 18 . 灰

黄褐色、 石英粒含。 19 . 黒色、 黄雲

母含。 2 0. 灰褐色、 黄雲母含。 21.

黒褐色、 黄雲母含。 22. 茶褐色、 微

石英粒含。 23. 灰褐色、 石英粒含。

109号住居址 (24-3 6 ) 2 4. 茶

褐色、 微石英粒、 内面ナデ整形。 2 5.

灰褐色、 微石英粒、 黄雲母含。 2 6.

黄褐色、微石英粒含。 2 7. 暗褐色、

黄雲母、 石英粒含。 2 8 . ロ 縁部に突

帯がめぐる、 暗褐色． 微石英粒含。

2 9 . 茶褐色、 黄雲母含。 30. 黄褐色、

黄雲母、 石英粒含。 31. 赤褐色、 微
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石英粒含。32. コン パ ス文風 波状文、

内面に条痕文、 灰褐色、 石英粒多含、

33. 灰黄褐色、 黄雲母、 石英粒含、

平行線文下は 赤色塗彩。34. 肩部有

段、 黄褐色、 石英粒、 黄雲母含。35.

暗褐色、 石英粒含。36. 暗褐色、 石

英粒含。

111 号住居址( 1·2 ) 1 .  暗

褐色、 黄雲母• 石英粒含 、 内面ヨコ

ナデ整形。2 . 黄褐色、 黄雲母• 石

英粒含、 ヨコナデ整形。

114 号住居址( 3 -9) 3 .  黄

褐色、 黄雲母含、 内面ヨコナデ整形。

4 .  黄褐色、 微石英粒含。 5 . 口縁

部有段、 黄白色、 微石英粒含、 内面

ヨコナデ整形。6 . 赤褐色、 微石英

粒含、 内面ヨコナデ整形、 外面赤色

塗彩。7 .  茶褐色、 微石英粒含、 内

面ヨコナデ整形。 8 . 外面黄褐色・

内面灰白色、 黄雲母、 微石英粒含、

内面ハケナデ整形。 9 . 暗褐色、 石

英粒多含、 内面ヘ ラ ナデ・ナデ整形。

115 号住居址(1 0) 黄褐色、 黄雲

母・ 微石英粒含、 内面ヨコナデ整形。

116 号住居址(11・ 12) 11. 茶

褐色、 微石英粒含。12 . 黄褐色、 黄

雲母 ・ 微石英粒含、 内面成形痕を残

すナデ整形。

11 号住居址(13 -1 6 ) 13. 有段

ロ 縁、 灰黄褐色、 黄雲母含、 内面ヨ

コナデ整形。14. 茶褐色、 黄雲母、

微石英粒含、 内面ヨコハケナデ整形。

15. 灰褐色、 石英粒含、 ハケのちミ

ガキ整形、 内面赤色塗彩。16. 茶褐

色、 微石英粒含、 内面ハケナデ整形。

1 19 号住居址(17-1 9) 17. 底

面櫛歯状工具のナデ、 布圧痕、 外面

赤色塗彩、 石英粒多含。18. 灰褐色、

微石英粒含、 外面赤色塗彩。19 . 黄
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白色、 黄雲母・微石英粒含。

色、 黄雲母含。 5 . スス付着、 暗褐

色、 黄雲母・微石英粒含。 6. 茶褐

色、 黄雲母・ 微石英粒含、 頸部外面

赤色塗彩。 7 . 茶褐色、 微石英粒含。

8 .  暗褐色、 黄雲母 ・ 微石英粒含。

9 .  黒褐色、 微石英粒含、 内面ヨコ

ナデ。 ’ 

126号住居址 (10 -12) 10 . 灰

黄褐色、 微石英粒含。11. 暗褐色、

石英粒多含。12. 茶褐色、 微石英粒含。

128号住居址 (13 -27) 13. 有

32 

段口縁、 黒褐色、 黄雲母• 石英粒含。

1 4, 暗褐色、 黄雲母• 石英粒含。15.

暗褐色、 石英粒含。16, 茶褐色、 黄

雲母• 石英粒含。1 7, 茶褐色、 黄雲

母• 石英粒含。18 . 暗褐色、 黄雲母・

石英粒含。19. はね 上げ 文状施文、

灰黄褐色、 石英粒多含。2 0. 茶褐色、

黄雲母• 石英粒含。 2 1. 灰褐色、 黄

雲母• 石英粒含。 2 2. 黒褐色、 黄雲

母• 石英粒含。23. 隆帯、 黄褐色、

黄雲母• 石英粒含。 2 4. 灰黄褐色、

石英粒含。 2 5. 灰褐色、 黄雲母• 石

英粒含、 沈線上に赤色塗彩。 2 6, ス

゜ 10 cm 
34 

2 8. 無

暗褐

色、 黄雲母含。

Ill-154 そ の他出 土土器( 6 )
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135号住居址(3 0-32 ) 30 . 黄

褐色、 微石英粒含。31 . 暗褐色、 石

英粒多含。32 . 暗褐色、 黄雲母含。

136号住居址(3 3 -36 ) 33. 暗

褐色、 黄雲母含。34. 暗褐色、 黄雲

母・ 微石英粒含。35 . 黒褐色、 黄雲

母• 石英粒含、 内面ハケナデ整形。

36. 黄褐色、 黄雲母含、 外面ヘラミ

ガキ・ 内面ナデ整形。

136号（下） 住居址(1-4 )  1 .  

スス付着 、 暗褐色、 黄雲母含、 内面

ョコナデ整形。 2 . 2 本隆帯、 黄褐

色、 微石英粒含。3 . 黒褐色、 黄雲

母含、 内外面ヘ ラミガキ整形。 4 .

暗褐色、 黄雲母含。

137号住居址(5-8) 5 .  暗

褐色、 黄雲母含。 6 . 内外面黒色、

石英粒含、 内面ヨコナデ整形。 7 .

ロ 縁部肥厚、 暗褐色、 雲母含、 内面

ヘ ラミガキ整形。 8 . はね 上げ 文、

灰黄褐色、 微石英粒含。

140号住居址( 9 ) 暗褐色、 石

英粒含、 内面ヨコ、 ナデ整形。

1 6  141号住居址(1 0-12 ) 1 0 .  暗

III-155 その他出土土器(7)

し
甦 1 7
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褐色、 黄雲母含。1 1 . 灰褐色、 黄雲

母・ 微石英粒含。1 2 . 外面瘤 状突起

が外面に、 内面は帯状になる、 暗褐

色、 石英粒含。

143号住居址(13 -15) 13. 黒

褐色、 黄雲母含。1 4 . 黄褐色、 微石

英粒含。15 . 半載竹管列点文、 黄褐

色、 石英粒含。

142号住居址(16 ) 暗褐色、 黄

雲母含、 内面ヘ ラナテ整形。

148号住居址(1 7) 櫛歯状工具

によるナデのち布圧痕、 暗褐色、 石

英粒含。

149号住居址(18-2 0) 18 . ロ

縁部突起状貼付文、 内外面とも赤※



※色塗彩、 黄雲母含。 19. 赤褐色、 黄

雲母含、 内面ヘ ラミガキ整形。2 0 . 暗

褐色、 微石英粒含、 内面ヨコナテ整形。

150号（下） 住居址 (21 ・ 22 ) 2 1 .  

灰 黄褐色、 黄雲母含。 2 2 . 黄褐色、

黄雲母含。

162 号住居址 (2 3 ) 口 縁部は 2

帯の突帯、 口 縁部棒状工具による剌

突文、 黒 褐色、 微石英粒含。
160号住居址 ( 1 -5 ) 1 .  暗

褐色、 黄雲母• 微石英粒含。 2. 暗

褐色、 黄雲母・微石英粒含。 3. 灰

黄褐色、 黄雲母・微石英粒含。 4 .

ロ 縁部押引 列点文、 暗褐色、 石英粒・

微石英粒含。5 .灰茶褐色、 微石英粒含。

171号住居址( 6 -9) 6. 灰

黄褐色、 微石 英粒含。7. 茶褐色 、 1敗
石英粒含、• 赤色塗彩。 8 . 茶褐色、 微

石英粒含。 5 . 灰茶褐色、 微石英粒含。

173号住居址 (1 0-1 3 ) 10 · 11. 

ロ 径 12 cm 、 黄褐色、 微石英粒含。 12 .

黒 褐色、 黄雲母・微石英粒含。 13. 暗

褐色、 微石英粒含、 外面赤色塗彩。

175号住居址 (14-23 ) 14 . 茶

褐色。15. 暗褐色。 16 . 暗褐色。 17.

暗褐色、 石英粒含。18. 茶褐色 、 微

石英粒含。19. 暗褐色、 微石英粒含。

2 0. 暗褐色、 微石英粒含。 21. 黄褐

色、 黄雲母含。 2 2 . 灰 褐色。 23. 暗

褐色。14- 16·2 2 · 23 の 胎土に黄雲

＼
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lll-156 そ の 他 出 土 土 器 ( 8 )
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雲母含。 2 9 . 暗褐色 、 黄雲母含。 30.

茶褐色 、 石英粒多 含 、網代庄 痕。 31.

灰黄褐色 、 石英粒多 含 、 布庄 痕。

180 号住居址 (3 4· 35) 34 . 暗

褐色 、 黄雲母・ 微石英粒含。 35. 灰

黄

3 .  暗

1 4 

ロ、 LJJ \_J_J 
2 3  2 4  

噸ー、 囀'!�
&{ 零\,,

25 

10cm 

粒多 含。 1 2 . 灰黄褐色 、 黄雲母含。

13. 暗褐色 、 微石 英粒含。 14 . 暗褐

色 、 黄雲母· 微石英粒含。 1 5 . 黄褐

色 、 石英粒多 含 、 内面器 面荒 れ 、 下

半に赤色塗彩痕。 16. 黄褐色 、 黄雲

母含。 17. 暗褐色 、 黄雲母・微石英

粒含。

183 号住居址 (1 8-25 ) 1 8 . 黄

褐色 、 黄雲母• 石英粒含。 1 9 . 黄褐

色 、 黄雲母含 、 内面ヨコナデ整形。

2 0 .  黄褐色 、 黄雲母・微石英粒含。

21 .  黒褐色 、 黄雲母・ 微石英粒含 、

内面ヨコナデ整形。 2 2 . 黄褐色 、 黄

雲母 ・ 微石英粒含。 23. 灰黄褐色 、

微石英粒含 、 布圧痕。 2 4 . 暗褐色 、

黄雲母含 、 布圧痕。 2 5 . 暗褐色 、 黄

- .J 

雲母・微石英粒含 、 布圧痕。

185 号住居址(26 -29) 2 6 . ロ

Ill-157 その他出土土器( 9 )

- 92 -
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縁部肥 厚、 黄褐色、 微石英粒含。2 7. 指 頭

に よる列 点文、 内面条 痕文、 灰 褐色、 黄

雲母・微石英粒含。 28 . ロ 縁部の破片 、

コ ン パ ス 文風 波状文、 灰 黄褐色、 微石 英

粒含。 29 . 灰 黄褐色、 微石英粒含。

184 号 （下） 住居址 ( 1 - 6 ) 1 .  

黄褐色、 石英粒含。 2 . 黒 褐色、 黄雲母

多含。3 . 内面有段 、 黄褐色、 黄雲母 ・

微石英粒含。 4 . 椀形 、 暗褐色、 黄雲母 ・

石英粒含、 赤色塗彩。 5 . 灰 黄褐色、 黄

雲母 含。 6 . 暗褐色、 黄雲母含。

188号住居址(7 -9) 7 . ロ 縁部

有段、 暗茶褐色、 黄雲母 含。 8 . 暗褐色、

黄雲母含。9 . 茶褐色、 黄雲母 ・ 微石 英

粒含、 内面ヨコ ナデ整形 。

190号住居址(1 0) 口 縁部に隆帯、

灰 黄褐色 、 石英粒多含。

195号住居址 (1 1 -1 4) 1 1 . 口 唇 部

凹む、 黄褐色、 石英粒含。 1 2. コ の字 重

文、 茶褐色、 黄雲母 ・ 微石英粒含、 内面

197号住居址(17) 暗褐色、 黄雲母・

微石英粒含、 外面ヘ ラミ ガキ ・ 内面ナデ

整形 。

198号住居址 (1 8· 19) 1 8 .  棒状エ

具 の剌突文、 黄褐色 、 黄雲母· 微石英粒

含。19 . 黄褐色、 石英粒多含。

199号住居址(2 0) 耳 状貼付文、 暗

褐色、 黄雲母· 微石英粒含。

201号住居址(21 -24) 21 . 暗褐色、

石英粒含。 22 . 茶褐色、 黄雲母• 石英粒

Il!- 1 58 そ の 他出 土土器( 10 )
布圧 痕。 28 . 網 代 圧痕。

- 9 3  -
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二号溝址 (1 - 11) 1 .  灰褐色 、 微

2 .  灰褐

3 .  黒褐色 、 黄雲母含、

内面ヨコヘラミガキ整形。 4 . 暗褐色、

1 2 
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7, 黄褐色 、 微石英

8 .  暗褐色 、 微石英 粒、 内面ヨコ

ナデ整 形。 9 . 暗褐色、 石英 粒 ・ 黄雲母

含、 布圧痕。 1 0. 灰茶褐色 、 微石英 粒含、

網代圧 痕。 1 1 . 茶褐色 、 微石英 粒含。

4号溝址 ( 12 ) 暗褐色 、 黄雲母• 石

11 英 粒多含。 内面ヨコヘラナデ。

10号溝址 (15· 1 6 ) 1 5. 黄褐色• 石

英 粒含。 16 . 黄褐色 、 黄雲母、 微石英 粒

1 5  、IJ □外ヘ；；�

、

:�t色赤三『
三

1 6 ョコナテ整形。

16号溝址 (1 7- 1 9) 17. 黄褐色 、 黄

雲母含、内面ヨコヘ ラミガキ整形。 1 8

外面無 文、 内面平行線文、 灰褐色 、 黄雲

母・微石英 粒含。 1 9 . 黄褐色 から暗褐色 、
黄雲母 ・ 微石英 粒含、内面ヨコハケナデ

整形。

19号溝址 (2 0- 22 ) 2 0 . ロ 縁部に突

起 、 暗褐色 、 黄雲母・ 微石英 粒含、 内外

面ヘ ラナテ整形。 2 1 . 貼付文、 赤褐色、

黄雲母含、 平行線文の上部は内外とも赤

,23
 

邑『至

ば 色塗彩。 2 2 . 灰褐色 、 微石英 粒含。

2 0号溝址 (23 · 2 4) 23. ロ 縁部に隆

帯、 黄褐色 、 黄雲母• 石英 粒多含、 内面

ヨコナデ整形。 2 4. 暗褐色 、 石英 粒含。

〇 1 0cm 

III-15 9 その他出土土器(1 1 )
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20 号溝址 ( 1 · 2 ) 1.  口縁部有段 、

暗 茶褐色 、 微石英粒含。 2. 灰褐色 、 微

石 英粒含。

23 号 溝 址 ( 3 ) 暗褐色 、 石英粒含、

内面 ヨ コ ナ テ整形。

26 号溝址 ( 4 · 5 ) 4. 垂下す る 貼

付文 、 黄褐色 、 黄雲母 ・ 微石英粒含、 内

面 ナデ整形。 5 . 暗褐色 、 石英粒含、 内

面凹 凸があ る。

28 号溝址( 6 - 9 ) 6 .  外面条痕文 、

内面 平 行線文 、 灰 黄 白 色、 黄雲母 • 石 英

粒含。 7 . ロ 唇部 内 外面に列点文 、 灰褐

色 、 微石英粒含。 8 . ロ縁部肥厚 、 暗褐

色 、 黄雲母含。 9 . 小形浅鉢、 口縁部か

ら 底部にか け隆線 、 暗褐色 、 黄雲母含。

29 号 溝 址 ( 10) 暗褐色 、 黄雲母 、 微

石 英粒含、 布圧痕。

11. 二段の 列点

1 9  20  21 

〗) $ー、
24 

＼
 

゜

へ

、

超

灰

含

含

ハ

整

ョ

石

。
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テ
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·
上＞
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含

タ
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母
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隆
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英
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コ
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．
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含

、

母

粒

色

、

部
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含

内

母

色

雲

英

褐
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縁
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粒
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雲

褐

黄

石
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褐

口

2

英

文

黄

黄

、
．

灰

灰

25
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‘

石

線

灰

色

母

微

沈

色

．

褐

雲

含

．

母

英

5

雲

行

褐
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灰

黄

。
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戸

色
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黄

。

形

形

石

黄

井

址

褐

ち

灰

形

18

色

整

整

褐
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テ

｛声

赤

ガ
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号

色

石

色

黄
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．

整

暗

形

16
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．
整

。
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粒
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褐
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形

コ

英
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III-160 その他出士土器( 12 )
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1 5  

土壊 4 (1 )  茶褐色、 黄 雲母含、 内

面ヘ ラミ ガ キ整形。

邑心 ――
土堀 7 ( 2 )  暗黄 褐色、 石英粒 含、

后�/ 外面ヨコナテ • 内面ヨコナデ。

攀.&"" 3 136号 （下） 住居址土城 14( 3  -6 ) 

3 .  灰色、 石英粒 含。 4. 暗茶褐色、 黄

雲母含、 内面ヨコナデ整形。5 . 黄 褐色、

微 石英粒 。 6 . 体部突起帯、 暗 褐色、 微

石英粒 含。

土壊 34(7) はね上げ 波状文、 暗茶

響“

＼賓I

魯＼ 響（瞥

— -� 
、、し 殺殺唸�.

吻�.
翌品�- 8 

11 

18 

褐色、 石英粒 含、 内面ナデ整形。

土横 36 ( 9 ・ 1 0) 9 .  黄 褐色、 石英

粒 含、 外面下半 ヘ ラミ ガ キのち 赤 色塗

彩・内面ナデ整形。1 0. 暗 褐色、 小砂粒

含、 外面ハ ケ のち ナデ・内面ハ ケ 整形。

土横 38 (8) 暗 褐色、 石英粒 含。

土猥 47(11) 暗 褐色、 石英粒 含、 内

面ナデ整形。

土堀 50(12) 暗 褐色、 黄 雲母含、 体

部上半 ヘ ラミ ガキ・ 内面ナデ。

土塘 52(1 3 )  暗 褐色、 石英粒 含、 内

面ナテ整 形。

土壊 68(14) 横 ・縦に突帯、 黒褐色、

黄 雲母 • 石英粒 多 含。

土横 102 (16 ) 暗 褐色、 黄 雲母・微

石英粒 含、 内面ナテ整形。

土城 105(15) 口径 5 cm 、 灰黄 褐色、

微 石英粒 含、 内面ナテ整形。

土横 1 15(17· 18) 1 7. 暗 褐色、 石英

粒 含、 内 外面ナデ整形。1 8. 暗 褐色、 小

砂粒 含、 外面ヘ ラミ ガキ・ 内面ナデ整形。

土壊 ル
の

北壁(1 9) 暗 褐色、 黄 雲母

ベ．、 �. p;;:: 含 、 外面ヘ ラミ ガキ・ 内 面ハ ケ ナデ整形。

贔I二

墓

石：床」立じ 含
の

'.���:�
、
1 1黄 雲

':

岱'l

石英粒 含、 外面ヘラミ ガキ整形。

昏＼゜ 1 0cm 
21 

IIl-1 6 1 その他出 土 土器( 13 )
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A 区 ( 1· 2) 1 .  黒 褐色、 微石英粒

含、 内 面ヘ ラナデ整形。 2 . 灰褐色、 微

石英粒 含、 内 面ヘラナデ整形。

B 区 ( 3 ) 茶褐色、 小砂粒 含。

C 区( 4- 21) 4 .  暗 褐色、 黄雲母・

微石英粒 含。 5 . 黒 褐色、 黄雲母含。 6 .

貼付文、 内 外面赤色塗彩、 黄雲母含。 7 .

波状 口 縁、 灰黄褐色、 小砂粒 含。 8. 灰

�
,

� 

黄褐色、 黄雲母 ・ 微石英粒 含。 9 . 暗 褐

�--
7 

-� バ:::こて二二；口／

ミー＼警、患 三言::褐
石

三三門會 ', �
10 4屈 、

茶
イ
褐
す： ：：：

粒

：二こ

状

1

ロ

ニ

� -t璽l層�, 11?:ニ;s:こ：色二二 ：： ：
� ,  がて― <·· '-.. 

-� 1 6
囀 '

-J 鼻疇J
\___JJ \ � D 区( 22- 24) 22. ロ 縁内部有 段、 赤

1 9  

3
 

2
 

＼
 

曾

72
-

雪
f

2 0  茶褐色、 黄雲母・ 微石英粒 含。 23. 黄褐

色、 石英粒 多含。 24. 茶褐色、 石英粒 多

含、 外面文様 帯下 は赤色塗彩。

L 区 ( 25 - 28) 25, 垂下 する隆帯文、

灰褐色、 微石英粒 含。 26, 内面に波状 文、

灰黄褐色、 微石英粒 含。 27, 口 唇部 に 平

行線文、 口 縁部 に突起、 撚糸 文、 黒 褐色、

微石英粒 含。 28, 灰 黄褐色、· 黄雲母多含、

底面網 代圧 痕。
2 4 

III- 162 その他出土土器(1 4)

- 97 - ·-



査哭、 疇7 c= � -
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季電、

1

I , • l 
町 三― �- :; 立：。ね:' こロニ� · 微石

鴫, 4

ミ�, 、�) K 区 I 7 - 3 3) 7. スス付着、 暗褐色、

10 cm 黄雲母 ・ 微石英粒含。 8 .  外からの 円孔、

1 1  

F 区(1 - 6 ) 1 .  茶褐色、 微石英粒

含。2 , 灰白褐色、 石英粒含。3 . 暗褐

色、 微石英粒多 含、 内外面ヘ ラミ ガキ整

形。4 . 暗褐色、 黄雲母 · 微石英粒含。

黄褐色、 黄雲母 ・ 微石英 粒含。 9 . 茶褐

黄 褐色、

茶褐色、 微石英 粒含。1 8 . 暗褐色、 黄雲

‘

、

雲

文

黄

含粒

泉和

、

沈

色

英

に

褐

石微

面

茶

母

内

．

雲

．

21

黄
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0

。

含

色

形

粒

褐

整

英

暗

テ

石

．
ナ

、
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色

ヽ

易
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黄
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品

[Il-16 3 その他 出土土 器( 1 5 )
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色
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区

2

母

突

黄

粒

含

H
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英
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粒

含

黄

本
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石

粒
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彎
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嘗
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疇
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寄
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!!!!tr 
M 区( 9 . 1 0 ) 9 . ロ 縁部突帯状に肥

雫 ， 厚 、 黄褐色、 黄雲母含。1 0, 灰白褐色、

微石英粒含。

誓
—

疇}
I 区(11-13) 11 .  口縁部有段、 暗褐

色、 黄雲母・ 微石英粒含、 頸 部下 に赤色

塗彩。12 . 茶褐色、 黄雲母含。13 . 灰白

褐色、 微石英 粒含。

E 区( 14-25 ) 1 4 . 内面凹 む、 灰白色、

黄雲母・ 微石英粒含。21. 暗褐色、 黄雲

母 ・ 微石英粒含。22 . 赤褐色、 微石英粒

含。23 . 灰褐色、 黄雲母・ 微石英粒含。

2 4 . 灰暗褐色、 黄雲母含。2 5. 灰褐色、

微石英粒含、 底部網代圧 痕。

その他( 2 6 -3 2) 26 .  黄褐色、 黄雲母・
石英粒含。2 7. ロ 縁部有段、 黄褐色、 黄

雲母含、 内面ハケのち ナデ整形。2 8 . 貼

付文、 茶褐色、 小砂 粒含。2 9. 黄褐色、

2 9  3 0  

IIl- 16 4 その他出 土土器(1 6 )
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lll-165 土製品 ・ 石鏃 • 掻器 ・ 石核

1 (SB 120) 、 2 (SB 91) 、 3 (SB 77) 、 4 ( B 区） 、 5 (22 号墓猥） 、

6 (SB 1 1 1) 、 7 (SB 1 15) 、 8 · 9 (F ·P l ) 土製、 10 ( B 区） 、 土製、

11 (SD二 ） 赤色塗彩土器片 、 12 ( H 区） 流紋岩 、 13 (SK 39) 、 14 (SD

25) 、 15 ( 6 号墓堀） 、 16 (SB 84) 、 17 (15 号墓堀） 、 18 (SB 109) 、 19 (SB 

91) 、 20 (22 号墓猥） 、 2 1 (SK 7 ) 、 23 (SB 120) 、 24 (SB 160) 、 2 6

（表採） チ ャ ー ト 、 2 7 - 3 2 ( S B  2 0 9 ) 、 33 (SB 109) 、 34 (SB 

128) 、 35 (SD 20) 、 36 ( K 区 ） 、 37 (SB 160) 17 · 19 頁 岩 、 27 - 36 緑

色 片 麻岩 、 他は黒曜石製 で あ る 。

- 100 -
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Ill- 16 6 王類( 1 - 41 ), 小形 片 刃 石 斧 ( 42- 44)

， 

悶
35 

， 

゜

i CID [JlJ
" 

皿I 

◎ 

36 37 38 39 

� 

40 41  
5 cm 

1 -13 (2 号墓堀） 1 -10 は緑 色凝灰岩· 11 -13 は碧玉 製の管玉 。14 -19 ( 6 号墓猥） 緑 色凝灰岩製管玉 。 14· 15 は

2 分割 ・ 16 は完 形で ともに内外面に赤色顔料 付着する。2 0· 21( 15号墓堀） 完形 • 碧玉 製管玉 。 2 2 -26( 18号墓塘）

23 の緑 色凝灰岩の他は碧玉 製管玉 、 23 -26 の欠 損 部はみがかれ再 使用する。2 7 -2 8 ( 21 号墓猥） 2 7 は碧玉 製・ 2 8 は

緑 色凝灰岩製管玉 。 2 9(SB 3 の溝） 碧玉 製管玉 。30-3 9(合 口 壺棺） 30 -3 8 はライ トプルー のガラス小玉 、3 9 は鉄 石

英製管玉 。 40(SB 48) 緑 色凝灰岩製管玉 。 41(SB 58) 滑 石製管玉 。 42(SB 18) 蛇紋 岩製偏 平 片刃 石斧 。43(SB 1 14) 

碧玉 製偏 平 片刃 石斧 。 44(F 区） 碧玉 製偏 平 片刃 石斧 。
- 1 01 -
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Ill-1 67 I砦 製 石 包 丁 ( 1 - 9 ) , 片 刃 石 斧(1 0-1 4) . 太形蛤刃 石 斧 ( 1 5 - 20 )

1. (SB ll 8)内ぞ り 刃 で、 2 孔う がた れる。 頁 岩製。 2 .(SB 182(下） ） 外反 り刃 で 2 孔う がた れる。 頁 岩製。 3.(SB 1 89) 

外反 り 刃 になるが半分は欠 損 する。 ひ ん 岩製。 4.(SB 2 01 ) 外反 り 刃 と思える。 頁 岩製。 5.(SDハ） 直刃 で、 2 孔う

がた れる。 頁 岩製。 6.(A 区） 未 製品であ ろう か、 剥離面を残し、 円孔がう がた れない。 頁 岩製。 7. (K 区） 半分以

上欠損 する。 頁 岩製。 8 .(2 6 号墓猥） 未 製品で、 一 部が磨 かれるほか裏面とも 剥離面のままであ る。 頁 岩製。 9.(表

採） 頁 岩製。 10.(SB 1 24)上半を欠 損 する。 頁 岩製。 11.(SB 1 05)上部は欠 損 するが、 完成品であ ろう 。 頁 岩製。 12 .(SB 1 09) 

袂入扁 平 片刃 石斧 で、 この形態のも のは、 今回 の調査で唯一 のも のであ る。 石英閃緑 岩製。 13.(SB 184)上部と刃 部

は欠損 する。 頁 岩製。 11.(SB 1 23 炉） 頭部に打 痕があ り 、 横断 面は丸 味を有する。 16. (SB 1 28) 刃 部付近を欠損 す

る。 17. (集石址） はぽ完 形であ る。 18 . (表採） 上半は欠 損 し、 側面に打 痕があ る。 19.(表採） 上 半を欠損 する。 刃

部は末 広がり になる。 2 0.(SB ll付近） 上半部及び 刃 部を欠 損 する。 体部に丸 味があ る。 以 上は石英閃緑 岩製であ る。

- 1 0 2 -
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1 (SB 22) 頁 岩

2 (SB 31) 頁 岩

3 (SB 39) 頁 岩

4 (表採） 頁 岩

5 (SB 87) 頁 岩

6 (SB 106) 安 山 岩

7 (表採） 頁 岩

8 (SB 120) 頁 岩

9 (SB 1 17) 頁 岩

10 (SB 1 17) 安 山 岩

1 1  (SB 120) 安 山 岩

1 2  (SB 123) 頁 岩

1 3  (SB 130) 頁 岩

14  (SB 140) 安 山 岩

1 5  (SB 141 ) 頁 岩

1 6  (SB 142) 安 山 岩

17  (SB 173) 安 山 岩

1 8  (SB 154 ) 頁 岩

1 9  (SB 160) 安 山 岩

2 0  (SB 81) 頁 岩

2 1  (SB 183) 頁 岩

22 (SB 207) 安 山 岩

2 3  (SB 207) 硬砂岩

24 (SB 186) 頁 岩

25 (表採） 頁 岩

2 6  (SD 24) 頁 岩

2 7  (SD 11 ) 頁 岩

28 ( B 区 ） 頁 岩

29 (SD 20) 頁 岩

30 (表採） 安 山 岩

31 (集石址） 頁 岩

32 (M区 ） 頁 岩

33 (SD 28) 頁 岩

゜ 10 cm 

III-168 横 刃 石 器 （ 打製石 包 丁 ）
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1 (SB 13 ) 頁 岩

2 (SB 81 ) 頁 岩

3 (SB 1 9 6 ) 頁 岩

4 (SB 1 02) 頁 岩

5 (SB 16 0) 頁 岩

6 (SB 1 6 0) チャ ー ト
4 川 ＼＼＼＼ ＼ 丹 ＼ I \ 7 (SK 6 9 ) 頁 岩

8 (集石址） 頁 岩

9 (集石址） 頁 岩

lO(K区） 頁 岩
2 か が:.- 1 ·j� I \\ \ �-x: プ翌 \\ J 

1 1  (G 区 ） 頁 岩

こ 1 2  (表採） 頁 岩

� 

＼ 

� （ 6 --- 7 

� \JI  
8 

_> 

＜ 
， こ □鼠

J O  但 V 

゜ 10 cm こ 1 1  ミニニ〉 12 

III-1 6 9  打製石 斧

本来 これらの土製品・石器 は、 弥生時代中 期に位置づ〈も のと考えられている。 遺構と時 期的に合 う も のは、 以

下のとおりである。

III - 153 図 1 -3 9 までの木棺墓 出土の管玉 、 及び弥生時代 後期壺棺出土のガラ ス 小玉 と管玉 は、 身 に付け ていた

も のであろ う 。

住居址に伴 うも のは、 1 0 9 号住居址の磨 製石鏃(!JI - 1 6 5 - 3 3 )、 1 1 8 号住居址の磨 製石包丁(II I- 1 67 - 3 )、 1 20 号

住居址の打 製石鏃(I II - 1 6 5 - 23 )· 横 刃 石器(II I- 1 68 - 8· 11) · 土偶(II I- 1 6 5 - 1 )、 1 23 号住居址の横 刃 石器

(I l l  - 1 6 8  - 12)· 太 形蛤刃 石斧(IIJ - 1 67- 1 5 )、 20 7号住居址の横 刃 石器(III - 1 6 8  - 22)、 及び弥生時代 後期初頭の

20 9 号住居址から磨 製石鏃· 同 未 製品・ 剥 片(I II- 1 6 5 - 27 -3 6 )、 弥生時代 後期後半 のフ ァ イ ア ー ピッ ト(F .P 1 ) よ

り土製紡錘車 (II I- 1 6 5 - 8· 9 ) か 出土し ているにすぎない。 他 は覆土 に含まれた遺物 と考えられる。

次頁 から紹介 する磨 石、 凹 石等 は、 弥生時代 から平安時代 の住居址から出土し ており 、 時 期を断定することか で

きない。 また砥 石も 弥生時代 後期から出現 するも の と考えられるが、 磨 製品が中 期からみられ、 これも 一 様には考

えられな〈、 果 たし て出土遺構に付属 するかは今 後 の検討 を待 ち たい。

- 10 4 -
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凹 石( 1- 24), 石 臼( 25· 26 )

1 (SB 3 8)安山 岩、 両面が凹 む。 2 (SB 43 )安山 岩、 両面使用。3 (SB 117) 片面使用で磨 石で もある。 4 (SB 77) 

安山 岩、 扁 平で 両面使用する。5
 

(SB 155) 安山 岩、 両面使用で磨 石として使われる。6
 

(SB 9 2) 安山 岩、 両端は

磨 石とし て使用。 7 (SB 1 07) 安山 岩、両面使用。 8 (SB 153 )安山 岩、 片面使用。9 (SB 184)安山 岩、 片面使用。

1 0  (SB 153 ) 両面使用。11 ( SK 7 0) 安山 岩、 両面使用。1 2(SB 77 ) 安山 岩、 両面使用。13(表採） 安岩山 、 片面使

用 。1 4(表採） 安山 岩、 片 面使用。15 ( SK 115) 安山 岩、 両面使用。1 6(集石址） 安山 岩、 両面使用。17(表採） 安

山 岩、 片面が凹 む。1 8 ( SK 113 ) 安 山岩、 両面使用。19 (SK 113 )安山 岩、 両面使用。 20(表採） 安山 岩、 両面使用。

21 (F.P 3 ) 安山 岩、 片面使用。 22(K 区） 安山 岩、 両面使用。 23( 22 号墓猥） 安山 岩、 環状。 24(SB 1 97) 安山 岩、 両

面使用。 25 (表採） 石臼 、 軽 石。 26(SB 1 9 9) 石臼 、 安山 岩。
1 05 -
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III-1 7 1  敲打器 ( 1 - 7 ) , 砥石 ( 8 - 28) , 磨石 (29 - 38)

1 (SB 43) 磨石。 2 (SB 15) 磨石。 3 (表採） 。 4 ( B 区 ） 。 5 (SD 18) 。 6 (SK 130) 。 7 (表採） 磨石。 8 ( B 区）

定 角 。 9 (SB 114) 。 10 (SB 179) 。 1 1 ・ 12 · 13 ( 表採） 。 14 (SB 10) 。 15 · 16 (SB 9 ) 。 17 (SB 16) 。 18 (SD 26) 。 19 (SB 75) 。

20 ( B 区） 。 2 1 (SD 口 ） 。 22 (SB 128) 。 23 (SB 109) 。 24 (SB 8 ) 。 25 (SB 56) 。 26 (SB 2 1 ) 。 27 (SD二 ） 。 28 (SB 155) 。

29 (表採 ） 。 30 · 32 - 34 (SB 4 ) 。 3 1 (SB 2 1 ) 。 35 - 37 (SB 120) 。 38 (SB 101 ) 。 39 (井戸址 1 ) 片 麻岩 自 然石。

安 山 岩 ( 1 - 4 · 7 · 25 ) 、 硬 砂岩 ( 5 · 6 ) 、 泥岩 ( 8 ) 、 砂岩 ( 9 - 14 · 16 · 18 - 24 · 26 · 27 ) 、 軽石 ( 15) 、 凝灰岩

(17) 、 石英閃緑岩 (28) 、 ひ ん 岩 (30) 、 頁 岩 (31 · 32) 。

- 106 -
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第 3 節 弥生時代後期 前半の遺構 と 遺物
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◎
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゜ Z m 

III- 17 2  109 号 ・ 131号 ・ 132号住居址実測図

III-17 3 1 07 号 ・ 109 号 ・ 131号 ・ 132号住居址

109号住居址 132 号住居址を切 り、 1 0 7号・131 号住居址に切 られて検出された隅丸長方形を呈する住居址

である。 規模は 長軸7. 2 m・短軸約 5. 0 mを測り、 壁高は 北壁11 cm · 南壁 9 cm · 東壁17 cm で、 西壁は 調査区 外のた

め不明である。 主軸は N 1 5'Wである。床面は 貼床がしてあり土器 片が多数 出土した。主柱穴 は 4 個で調査区 外の1

個の他3 個が検出された。炉 は 中央北寄 りに口縁部を欠 く甕体部が逆 位 に埋 設されている。貼床下に、 径 40 cm ・ 深

さ6cm の地床炉 が検出 された。
- 1 07 -
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lll - 1 75 1 09 サ 住 屈 址 出 十• 土 器 ( l )
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m-17 6 10 9 号住居址 出土土器( 2)

III-177 10 9 号住居址炉

覆土からの出土量か非常 に多 く 、 それも 壺

形土器 が多 い 。口 縁部が朝 顔 形に大 きく外反

するも の( III - 175- 1 -5) と口 縁が立 ち 上が

るも の ( III - 175- 9 -1 1 ) があり、 1 - 3 は

内面に赤色塗彩が施され、 9 - 11 は内面とロ

縁部外面に赤色塗彩される。文様は頸部まで

で、 櫛 とヘ ラ状 工具による平行線文と格子目

状 文 ・ 斜行短線文・ 鋸歯文 ・ ボ タ ン 状 貼付文

を組 み合せ る。 壺形土器 の体 部下半で、 体 部の最大径 になり底部へ と続 い てい る。 ( l ll - 176 - 1 · 2) 内面の整形は

ハケナデのち ヘ ラミガキになるも のが多 く 、 外面は頸部文様帯付近まではハケナデカ哺位 される。体 部から底部にかけ

ては、 ヘ ラミガキ痕が顕著である。 胎土に石英粒を含み、 焼成はやや不 良 のも のが多 い 。甕形 土器(Ill- 176- 3 -

1 0) につ い ては、 壺形土器 に比 して出土量は少 ない 。5 は埋 甕炉 として逆 位 に使用された も のである。 器 形は口縁が

外反 するも のと、 やや内弯 するも のとある。文様は頸部下に櫛状 工具による簾状 文、 波状 文を施した も のと、 なお

体 部に波状 文、 斜行線文を施した も のとある。口縁部は内外面共 にヘ ラミガキされる。 胎土 には石英粒を含み、 焼

成は良好なも のが多 い 。高坪 形土器 はその殆 どが内面あるい は内外面共 に赤色塗彩されてい る。坪 部の器 形は口 縁か

内弯 するも のと、殆 ど水平に強 く外反 するも の、 また 小形で外反 するも のとがある。III ー 1 75- 1 2は坪 頸部に 2孔一

対 の円孔がう がた れる。脚 部は裾 が広がるも のと広がらない も のとある。I1I - 1 75- 1 5は坪 と脚 部の接合 部は未 整形

のまま残る。 坪 、 脚 部共 にヘ ラミガキされ、 胎土に石英粒を含み、 焼成は良好である。他に無文の蓋形土器 か 1

点出土してい る。
- 1 0 9  -
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III - 1 80 49号住居址

北壁は 51号住居址 に、 南壁は 48 号住居址 に切 ら れ、 東壁は調査区 外のため、 不明な部分が多い。 形態 は隅丸方

形になるものと 思 わ れ、 主 軸方向をN 30° E に と り、 一辺 4m前後を測る。 掘り込みは西壁で15cm を測る浅い住居

址 である。 床面は中央が高くなり 軟弱 である。炉 は北側に あり 地床炉 形態 に なる。
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峠 ，＇

゜ 5 cm 

5 1 号住居址 と大 きく 重複 し

て検出されたため、 遺物は 混在

して出土しているが、 その出土

量は 少 ない。 壺形土器は III -

181 - 1 が西 壁近 く の床面か

ら出土し、 口縁部を欠 く がほぼ

完 形である。文様は 頸部にヘ ラ

状工具による平行線文が施され

るだけで、 体部は ハケナデ整形

痕が残る。焼成はやや 不良 であ

る。3は棒 状工具によるT 字 状

文になる。甕形土器 ( 2·4·5 )

は 口縁部が外反 し、 櫛 状工具に

よる簾 状文• 波状文• 平行線文

ヵ璃 される。口縁部内面は ヘ ラ

ミガキされ、 胎土に黄雲母を含

む。焼成は 良好である。
Ul - 181 4 9 号住居址出土土 器

c·
1

 
SB115  

C'
\

 

も

◎ SB116  

／ も

-
A 

゜
III ー 182 128 号住居址実測図

116 号住居址 の床面下 に検出され、 西北部は 115 号住居址 、 北側は 1 16 号住居址 によっ て破壊され、 残る半分以 上
は 調査区 外にあたるため僅 かに西南部が残存 しているにすぎない。形態は 隅丸方形を呈すと思われるが、 その規模
は 不明である。残存 部の壁高は 南壁で16 cm · 西壁22 cm を測る。柱 穴 は 調査区 外接点から1 個検出し、 径 50 cm · 深
さ23cm になる。 4本柱 になると思われる。床面の状態は 非常 に悪 〈 、 116 号住居址構築時 に影響 を受けたものと思

われる。西壁沿 いに不整長方形・ 不整楕円形の舟底状の落ち込みがみられるが、 何の施設か不明である。このほか
炉址等 の付属 施設は 確認できなかっ た。

- 1 1 1  -



口 っ

0 5 cm -----
III - 183 1 28号住居址出土土 器

出土量は少 な い。 甕形土器( 3 - 6 )は口唇部に縄文を施し 、 口縁部が内弯 するものと口縁が外反 するものがある。

3 は口唇部にLR の縄文を横転 し 、 その下を波状文がめ ぐり 、頸部は簾 状文にな る。体部は櫛 状工具で斜行条線文が

描かれる。 壺形土器(7·8) の頸部には平行線文と斜行 短線が伴 う 鋸歯文が施され 、 8 には1本の波状文がめ ぐる。

高坪 形土器(1 )は坪 部が椀 形で 、 内外面に赤色塗彩されている。他に浅鉢形土器(2 )が出土している。

マ
／

 

S8176 

� 

© ◎ 
I] ' 

c -

‘ 13, 
/

V
 ゜ 10 cm 

- C' 

゜ 2 m 

III - 184 17 6 号住居址実測図 ・ 出土土 器

168 号・ 169 号住居址と重複 して検 出された。 両住居址共 に遺物の出土は殆 どな いが本住居址より新 し〈 、 両住

居址により破壊されているため約 3 分の1 が残存 するにすぎな い。 形態は長方形を呈するものと思われるが 、 その

規模は不明である。 壁高 は残存 する南壁で7cm · 東壁で 9 cm を測る。 床面は貼床が施され 、 平坦である。柱穴 はい

〈 つ か検出されたが 、 主柱穴 を特定することは出来 な い。 また東壁ピ ッ ト には 、 甕形土器 の完 形品か正 位 で埋葬さ

れており 、 注目すべ き出土状態である。

遺物の出土量は少 ない。 甕形土器 はヒ゜ ッ ト 内出土の完 形品がある。 口縁部が外反 しやや胴長である。 文様は頸部

に簾 状文と波状文を各一 帯施し、 体部に斜行条線文か前i される。 整形は内外面共 にハケナデされ 、 外面体部下半は

タ テ ヘ ラ ミガキ 、 内面も体部以下に同 様整形がみられる。 色調 は黄灰褐色から黒茶褐色を呈し 、 胎 土 ・ 焼成共 に良

好である。 口径 16. 5cm · 最大径 19.7 cm ・ 底径 7 cm ・ 器 高 2 4. 5cm 。他に壺形土器 ・ 高杯 形土器 片が出土している。

- 112 -
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I 茶褐色砂質 土層
II 黒褐 色砂質 土層

lII 黒褐色砂質 土層 （炭化物混）
IV 暗黄褐色砂質 土層
V 黄褐色砂質 土層

III - 185 178号 ・ 171 号 ・ 174 号住居址， 土塘 5 0-55実測図

� r7 
0 5 cm 

3
 

゜
llI - 186 178号住居址出土土器

178号住居址 調査区 外に西半分以上ある方形の住居址 で、 規模は南北 2. 8 8 m を測 り、 壁高 は北壁 5cm · 南壁12

cm · 東壁6cm になる。 床面は平坦で軟 弱 である。 柱 穴 ・ カ マ ド 等 の施 設は確認できなかっ た。

出土遺物は少 量にすぎない。 1 は高坪 形土器 の坪 部である。 坪 体部は椀 形になるも のの口縁部は強 く屈曲 外反 し、

口唇部に相対 する 2 対 の注 口様突 起がつ くり出される。 内外面とも にてい ね いにヘ ラ ミガキカ愧i され、 赤色塗彩さ

れる。 2 は甕形土器 体部片で帯状の櫛 描波状文がめ ぐる。 3 · 4 は壺形土器 体部上半の破片である。 3 はハケナデ

整形後、 細いヘ ラ状施 文具によっ て左 下りの斜行 短線文を伴 う鋸歯文が あり、 4 には平行線文下を同様鋸歯文が配

されるが、 斜行 短線文は右 下りに施 文される。 5 は同様施 文具により左廻 りに平行線文が描かれる。文様帯はハケ

ナデ整形で、 その下部はヘ ラ 状工具によるナデツ ケ整形になる。

土塘 50 円形を呈し、 規模は径 1.3ID • 深さ 50 cm を測る。 土塘 51 円形を呈し、 径 1. 0 m ・ 深さ70 cm を測 る。

土壊 52 長方形を呈するも のと思われ、南北軸I.O m· 深さ 25 cm を測 る。 土壊 53 円形を呈し、径 I.O m ・ 深さ

33 cm を測 る。 土壊 54 円形を呈し、 規模は径 0. 9 5m 前後で、 深さ 2 9 cm である。土壊 55 不整 円形を呈し、 規模は

0. 9 X 0. 97 m を測る。53 は弥生 中期、 5 0 · 52 · 55 は同後期、 54 は古墳後 期、51 は奈 良時代の遺物を出土する。
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I 黄褐色砂質 土層
II 黒褐色粘質 土層
II I 黒褐色粘質 土層 （黄色プロ ッ ク 混）

IV 暗褐色粘質土層
／
 

／
ト

／ 

V 黒褐色粘質土層
VI 茶褐色粘質土層

゜ 2 m  

III- 1 87 209号住居址， 29号溝址実測図

III- 188 209号住居址

住居址の 中央部を調査地が横断 する形で検出された。 形態は隅丸方形を呈すると思われる。規模は南北で 7. 7m 

を測 るが東西軸は不明である。 主軸はN 2 2° E 方向になる。 壁高 は北壁 2 0 cm ・ 南壁 23cm · 東壁 2 7cm を測 る。 床面

は 2 9 号・ 2 0 号溝址に切 られているが貼床は良好な状態で残存 した。炉 は中央北寄 りに壺形土器 体部上半が逆 位 に埋

設されたもの で枕 石を伴 う 。

なお、 覆土から磨 製石鏃とその 未 製品及 び剥 片(III- 1 65- 27-3 2) が出土した。
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2
 

゜ 10 cm 

4
 III - 189 2 0 9 号住居址出土土 器

III- 1 9 0 2 0 9 号住居址炉

出土量は多く ない。 壺形土器 は、 炉 に使用されたもの(1 )

と、 2 0号溝址内から出土したもの( 2 · 3 )が形態をとどめる。

1 は頸部に平行線文と斜行線文を伴 う 鋸歯文が施される。 2

は口縁部が内弯 し、 口縁部外面と口縁部内面に赤色塗彩痕が

認められる。 3 は櫛 描横 帯文とそれを切 る縦線文、 斜行線文

と鋸歯文力哺知と され、 内面はハケナデ、 外面は文様帯付 近は

ハケナデ、 外はヘラナデされる。他に蓋 形土器( 4)が出土し

ている。

轟＼＼＼｀胃鳳、 一瓢ニ麟直麟

゜ 4 m 

III - 1 9 1  1 9 号 ・ 2 0 号 ・ 28号 -31 号溝址， 187 号住居址 実測図

20号溝址 2 09 号住居址より古 い。形態は長方形を呈するものと思われ、今回の調査では、 西と南側の一 部を検

出したにすぎない。西側溝 の幅は、 0 . 9 -1. 4m ·  深さ30-32 cmを、 南側はやや 不規則 になるものの1. 2 mを最大

値 とするU 字溝 になる。 黄褐色粘質土を掘り込み、 覆土は暗褐色砂混り粘質土である。 出土遺物は少 な〈、 覆土中

より壺・現 ・ 高坪 形土器 片を検出したが、 図上復元 できるものはない。 また石器 に、 磨 製石鏃( Il l- 1 65- 35)、 横 刃 石

器(l l l - 1 68- 2 9 ) がある。

30号溝址 環状を呈するものと思われる。幅 0. 6m· 深さ 2 0cm前後になる。 出土遺物はない。

31号溝址 2 0号溝址より古 く 、 幅1. 2 -1. 5mで、 深さ17cmを測る。 覆土中よりガラス製小玉 片が出土した。
- 115 -



I l l  - 192 1 9号溝址 （円 形溝址）

III- 1 93 2 0 号溝址

19号溝址 径約 g mの 環状を なし、 幅は 0. 7 -l . 7m· 深さ2 5cm前後を 測る。遺物は箱清水式 期の も の である。

2 8号溝址 最終 形態は不明。幅 0. 9 m ・ 深さ66cmを 測る。箱清水式 期の 土器 片が出 土している。

29号溝址 最終 形態は不明。幅 0. 9 m前後・ 深さは 70cmになる。箱清水式 期の 土器 片が出 土している。

ホ号溝址 8号木棺墓を 切 る南北方向の 溝址で、 吉 田 式 期の 壺 ・ 赤色 塗彩された浅鉢が出 土している。
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10 cm 

図上復元 できるものは以下 の器

種で、 19 号溝址の壺形土器 ( 1

2 )、 小形の高坪 形土器 と思われる

坪 部 ( 3 ) が、 20 号溝址からは高

坪 形土器脚 部(4 ) が出土している

にすぎない。
III - 194 19 号 ・20 号溝址出土土 器

III - 195 土塘 96, 182 号住居址

（
 

10 cm 6 7
 

III - 196 土塘 96 出土土 器

土塘 96 182 号住居址の貼床下 から検出され 、上 面は不整隅丸方形を呈し、 底面は隅丸方形を呈する。 規模は上

面2 . 7 X 2 . 8 m、 中 段でl . 5 X 1 . 55 mを測 り、 底面は平坦である。 深さは56 cm になる。 底面は非常 に堅緻 で部分的

に赤褐色を呈する貼床である。 出土量は多く ない。 1 の壺形土器 は口縁が外反 し、 頸部に櫛 状工具による横線文を

施す。 高坪 形土器 は鉢形の杯 部に注 口の突起部をもつ ものと、 脚 部が出土した。 （矢 口 栄子）
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第 4 節 弥生時代後期後半の 遺構 と 遺物

li.l I 

A - / "d,J (O o  Cl@ � 0  
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＼ 
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SB4 

囚
_ c;  

〇＿
B - - B' 

。一 2 m 

III - 197 4 号 . 5 号住居址実測図

III - 198 4 号 ・ 5 号住居址

5号住居址 7号より新 し〈 、 4号住居址 より古 い。 形態は隅丸長 方形になると 思われ、 主柱穴 が3 個 確 認

されてい る。出土遺物は少 なく、 全容 を知 り得 ないが 、 壺 ・ 甕• 高坪 ・ 蓋形土器 が出土している。
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三 7号住居址 5 号・

6 号 住 居 址 に切 ら れ

る。 主軸はおよそ東西

◎ 
.· 

y 
方向になり、 形態は短

、 '
' · ゜ 軸5.60m のや や胴張

◎ りの隅丸長方形を呈す

ると思 わ れる。 主柱穴

と思 わ れるものは3 個

検出さ れているが、 4 

＼ ． � � 
本長形配 列または6 本

を長方形に配置してい

た可能性がある。 東壁

側柱穴 間のやや 壁寄 り

に焼土 が検出さ れてい

るが、 炉址であるか否

かは明 確 で は ない。

床面は平坦であるが軟

I II - 199 7 号住居址実測図 弱 である。 検出面か ら

の掘り込みは浅い。

＼
 

•
 

ヽ

lll -200 7 号住居址
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ニ 。 10cm 

4
 

III - 201 5 号 ( 1 ) · 7 号 ( 2 - 5 ) 住居址出土土器

両住居址から箱清水式 期の高坪 形土器 が出

土している。 5号住居址出土の1 は、底部よ

り直線的に外開 した坪 部が、 中位 で屈曲 して

立 ち 上がり、 口緑 部が水 平 に近く外反 する形

態になる。内外面ともヘ ラ ミガキ で、赤色塗

彩される。

7 号住居址からは、 坪底部ならびに脚 部が

出土している。脚 部形態は、4 の端部が折 れ

曲 がるよう強 〈 外開 するものと、 3 の素 直 に

外開 して終 る 2 形態がある。 5 は脚 部に三 角

形透 かし3 孔 がヘ ラ によりあけられる。また

脚 部 上位 が筒 状を呈する点、 特徴 的である。

外面は赤色塗彩される。

III -202 8 号住居址

S89 / 

゜ 2 rn 

� 

2
 

10cm 

Ill -203 8 号住居址実測図， 出土土器

13 号住居址に切 られている。形態は隅丸 長方形を呈すると思われるが、 未 調査部分が多く詳細は不 明である。南

壁沿 いに、柱穴 な らびに不 整 円形状に炭 化物が検出された。

壺甕 • 鉢形土器 が出土している。 1 は壺口 縁部で受口状口縁を呈し、 ヘ ラ ミガキ 整形される。3 の甕形土器 は、

櫛 描波状文を施文後、頸部に簾 状文力寸個 される。このほか砥 石 ( Ill - 17 1 - 24) が出土している。
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III ー 204 10 号 ・13 号住居址
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III- 205 10 号 ・ 13 号住居址実測図， 10 号住居址出土土器

近隣 の住居址 との重複関係 は、 古 い方から10 号→ 13 号 （古墳時代前半） → 9 号 （同） 住居址の順 である。

10号住居址 形態は残存 部から隅丸長方形を呈すると思われるが、 規模及 び 内部施設等 は不明である。

出土遺物は、そのはとん ど が箱清水式 期の土器 で、 器 形には壺• 甕• 高坪 • 台付甕・ 蓋形土器 が出土している。

図上復元 できるものは、 1 の小形台付甕があり、 口縁部は頸部よりゆ る＜ 屈 曲 した短いもので、 端部に最大径 があ

る。 2 は戟頭円錐 形の蓋形土器 で、 上部につ まみが付される。 整形は内外面ともナデにより仕 上げ られる。 壺• 高

坪 形土器 には赤色塗彩がみられる。
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III- 2 06 11 号住居址
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／ 
7 ク

'" a 

2m 

量
゜ 10 cm 

ll l -2 07 11 号住居址実測図 ・出土土器

形態は 長軸3 .8 2mの隅丸長方形を呈する住居址 で、 7号・1 0号住居址を 切 って構築 されている。主柱穴配 列は 不

明であるが、 5 個の柱穴 が検出されてい る。炉 は 住居址 中 央 部より北側に位置してお り、 甕形土器 の口縁部から肩

部を逆 位 に埋 設した 埋 甕炉 形態になる。 また 住居址北東隅 に方形の張 り出し部分が検出されるが、 性格等は 不明で

ある。 掘り込みは 、 北壁 8 cm · 南壁1 1 cm · 東壁1 2cm を測る。

出 土 土器 は 、 1 の 壺形土器 と 2· 3 の甕形土器 がある。1 は 口縁部が頸部より朝 顔 状に大 きく外反 する形態になる

が、 口縁端部は 内弯気味 に立 ち 上がる 。 2は 大 形の甕形土器 で、 炉 に使 用 されてい た もの である。口縁部は頸部よ

り 緩や かに立 ち 上がりつつ 外反 し、 端部にて内弯気味 に再度立 ち 上がる。 頸部に櫛 描簾 状文を施文後、 波状文力哺信

される。3は 小 形の甕形土器 であるが、 口 縁部は 緩や かに外反 して立 ち 上がり、 端部は 丸味を持つ 。口縁部に最大

径 がある。 文様は 頸部に簾 状文が施文 さ れず 、 波状文だけ である。
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II I-2 08 12 号住居址， 土塘 2(井戸址）

-===ざ-

(、｀〗 SK2

／
 

゜ Zm 疇ー、 3
1 0cm 

IIl - 2 09 12 号住居址， 土猥 2 実測図， 12 号住居址出土土器

12号住居址 長軸約 5. 2 mのやや胴張 りの隅丸長方形態を呈 する。主柱穴 は3 個検出され 、 長方形に配 列され

る。 炉 は南側柱 穴 間中央やや 壁寄 りに検出された。 壺形土器 体部上半を逆 位 に埋 設した埋 甕炉 形態である。 またこ

の炉址から奥 壁にかけて約 8 0cm 程の不整円形状に炭 化物が集中して検出された。

出土量は少 なく、 壺 · 甕• 高坪 形土器 が出土している。 2 は炉 に使用されてい たも ので、 肩部に櫛 描T 字 文力憬§

文され、 文様 帯以 外は赤 色塗彩される。1 の高坪 は、 杯 中位 で鋭 く屈曲 し て口縁部が水 平 に近く強 〈外反 する形態

になる。ヘ ラミガキ後、赤 色塗彩か前i される。3 は甕形土器 の肩部で 、 簾 状文 • 波状文か前i される。

尚、 土横 2 は、 本住居址より新 し〈、古墳 時代後期の遺物が出土してい る。
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ill - 210 14号 ・ 15号住居址実測図

lII -211  14号 ・ 1 5 号住居址 · 15号住居址 土器出 土状態

15 号住居址 27号住居址 を切 って構築 さ れ、14号住居址 に切 られている。形態は 6. 20 X 4. 60 mのやや胴張 り

ぎ みの隅丸長方 形を呈 すと思 わ れ、およそ北東方 向に主軸がある。 主柱穴 は3 個確認さ れているが、 4 個を長方 形

に配 列していたも のと思 わ れる。炉 は北東側柱 穴 間中央やや 壁寄 り に 検出さ れ、 地床炉 である。 炉 周 辺 ならぴ に北

東側主柱穴周辺 には炭化物が集中して検出 さ れている。 また、 住居址 東南隅 な らびに炉 周 辺 の床面上から土器 が比

較 的集中した状態で検出さ れた。 床面は平坦であるが貼床は認められない。掘り込みは、 東壁で8 cm · 南壁で14 cm

を測る。
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Ill -212 15 号住居址 出 土土器

壺 ・ 甕• 高杯 ・蓋形土 器 が出土している。壺形土器 の3 は体部の球 形化 が著しい。 1 は頸部文様帯がなく、 2 は

〈の字 状に強 〈屈曲 する頸部になる。甕は中形のもの ( 1 1) と小形のもの ( 1 2- 14) がある。1 1 の波状文は、 施文順

序 が簾 状文を最後に描くという善光寺平 では類例 の少 ない資料 である。高杯 は坪 中位 に屈 曲 を有する(5 )と坪 部が

椀 状を呈す ( 4· 6 ) の 2 形態が存 するが、 壺形土器 の特徴 とともに比較 的新 しい時期 のものと考えられる。

_.v=-

Q 
＼ 

u - A' 

� 

゜゜ 2m 

lll -213 17 号住居址 実測図 ・ 出 土土器

17号住居址 19 号 住居址を切 って構築 さ れ、 土城 6 に切 られる。形態は短軸約 3 . 40 mの隅丸長方形を呈すると

思われ、 主軸はおよそ東西方向になる。主柱穴 は1 個確認されているが炉址等 の詳細は不明である。
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III- 214 1 7 号住居址

出 土遺物( II Iー 21 3 ) 壺 ・甕 • 高坪 形土器 がある。図上復元 できるものは台付甕と鉢形土器 がある。 台付甕は口 縁

部が短く外反 して終 り、 体部に最大径 がある。文様は頸部に櫛 描簾 状文を施文した後波状文を施す。鉢形土 器 は体

部が直線的 に外開 する形態を呈し、 内外とも赤色塗彩される。

II I- 215 

is号住居址 24号住居址を切 っ て構築 され土 壊15 · 16 に切 られている。 形態は一辺約 4. 8 0mの方形を呈し、

主柱穴 は 2 個検出 されてい る。 炉址等 の詳細は不明である，

2 4号住居址 18 号住居址に切 られるが、 形態は一辺 約 6. 0mの方形を呈 すると 思われる。

1 8 号住居址からは図示 した小形の甕． 蓋・ 鉢形土器 が出 土しているほか、 高杯 形土器 片がある。

24号住居址からの出 土 遺物量は少 な く壺 ・ 甕• 浅鉢• 高坪 形土器 が出 土している。5 の壺形土器 は口 縁端部が若

干立 ち上がる形態を呈し、 内面だけ赤色塗彩される。 4 の甕形土器 は口 縁部に最大径 を有し、 櫛 描波状文を下から

上 の順序 に施文した後に、 頸部に櫛 描簾 状文を描く。 6 の高坪 形土器脚 部に 4 個の三 角窓 がうがたれる。
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III -2 1 6  18号 ・ 29号 ・2 4 号住居址

- B' u 一 b / 

／ 

© 
� 

こ

I7 V 

゜ 3
 10cm 

- B' ゜ 2m 

i l l- 2 17 18号・2 4 号住居址実測図， 1 8(1 -3 )· 24号 ( 4 - 6 )住居址出土土 器

22号住居址 形態は一 辺約5 . Qmの方形を呈すると思われるが、18号住居址に切 られ、 また西側半分が調査区 外

のため、 炉 は不 明で あるが、 柱穴 は東南隅 に一 個確認 された。壁高 は南壁で 65 cmを測る。

23号住居址 ・ 26号住居址 弥生 中期の 25 号住居址と重複 するため、 か ろうじ て北壁の一 部を確認 されたにす

ぎない。 検出面か らの掘り込みは、 25 cmを測る。
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／ 
2 1号住居址 長 軸

約 6. 0m のやや胴張 り

の隅丸長方 形形態を呈

す る と 思 わ れ、 土 猥

_ p.:  9 · 1 4 に切 られる。主

柱穴は 2 個検出されて

い るが、 4 個長方形配

� 
A' 列と思 わ れる。炉址等

詳細は 不 明で ある。

土 横 14 一辺 1.2 0m の

s
-

隅丸方形を呈し、 深さ

80 cmを 測 る。

土壊 13 不整方形を

゜ 2m 
呈し、 深さ3 0cmを測る。

lll - 218 21 号住居址， 土堀 13 · 14 実測図 性格は 不明で ある。

゜ 2 
10cm 

出土量 は 少 ない が、 壺 • 甕 • 高坪 • 台 付甕 ． 鉢形土器片 が出土

してい る。 1 は 壺形土器 のミ ニチュ ア 品で あるが、 内 外面とも に

指頭によ る調 整 痕を顕著に残してい る。2 は 小形高坪 形土器 の脚

部 破片で 、 短〈ハ の字 状に強 く外開 して終 る形態を呈する。石器

に砥 石(I Il - 17 1- 2 6 ) と磨 石（同 一 3 4) が出土してい る。

III - 219 21 号住居址出土土器

- 12 8 -



III - 221 22 号住居址

0 5cm � 一 ・ ・ . '

ll 
6

 

III - 222 22 号 ( 1 - 8 ) · 23 号 ( 9 - 12) 住居址出土土 器

22号住居址 出 土量は比較的 多 く 、 壺 • 甕 ・ 台 付甕 • 高坪 ・ 蓋形 土器が出 土 している。 8 は小形 の 甕形 土器で 、

ロ縁端 部は内弯 して立 ち上が り 受 口 状を呈 し、 こ の 部 分に最大径がある。 施文は雑にな さ れるが 、 内面には丁寧な

ヘラ ミ ガキ 整形か施 さ れている。 高坪形 土器は、 坪 部中位に 屈 曲を 有するもの ( 1 · 3 ) 、 坪 部が 底 部 よ り 直線的に

外開 して終るもの ( 4 ) 、 口縁部が内弯するもの ( 2 ) の 3形 態が 認め ら れる。 い ずれも 、 内外面 と もにヘラミガキ

整形 さ れ 、 赤 色 塗彩 さ れる。 5 は小形 高坪形 土器の 脚 部であるが 、 脚端 部 付近で 強 く 外開する形 態を呈する。 また、

三角形透か し孔を4個あ けている。

23号住居址 出 土 量は多 く な 〈 、 図上復元で きるものは以下の器形である。 9 は高坪 の小形 のもので 、 坪 部は

底 部 よ り 内弯気味に 立 ち 上が り 、 椀状の 坪 部を呈する。 10 は中形 の高坪であるが 、 底 部 よ り 直線的に外開 し、 端 部

で 若干内弯する坪 部 と 、 ハ の 字状に 外開 して終る 脚 部に 分類で きる。 口縁部 径 と 脚端 部 径 と はは ぱ等 しく 、 また 、

脚 部には三角形透か し孔を4個あ けて いる。 12は甕形土器で 、 口縁端 部が内弯ぎ みに 立 ち 上がる形 態を呈する。
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III-223 23 号住居址
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0 5 cm 
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B 鯛鵬�

B ゜ 2m 

Ill - 224 27 号住居址実測 図 ・ 出 土土器

27 号住居址 形態は短軸約3. 80 mの やや胴張りの 隅 丸長 方形を呈 す る と思 われ るが 、 14号 ・ 15号 ・ 1 6号住居

址に切 られてい る た め柱 穴 ． 炉址等の 詳細は不 明であ る 。

出 土土器は30 余点と少な いが 、 蓋 形土器な ら びに 壺 ・ 甕形 土器の破片があ る。1は蓋 形 土器で端 部が 長 〈 外開 し、

天 井 部で く びれ状を呈してつ ま み 部を形成し 、 上面には小 円孔が 一孔 う か たれてい る 。 2は壺の肩部破片と思 われ 、

櫛 描横線文が描かれ 、 その 下に 縦に 垂下す る 文様が 認め られ る 。 3 · 4は甕 形土器の破片であるが 、 い ずれも 櫛 描

波状文と 櫛 描簾状文とが 描かれている。

- 130 -



,.,: 竺屯全苓...,... ー

戸言/
0 ('Ill 

I ' , 一·- ·-·
Il l ー 225 29号住居址出土土器

壺 ・ 甕形土器 の破片が出 土し ている。 1 は壺肩部の破片で あるが、 櫛 描T 字 文が描かれる。 施文原 体は同 一 で 、

文様帯以 外は赤色塗彩される。 2 · 3 は甕形土器 の破片で ある。 3 は折 り 返 し 口縁を呈し 、 口 唇部にも 施文がなさ

れる。 2 は頸部破片で 、 櫛 描横線文と波状文が施される。

III - 22 6  31 号住居址
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III - 227 3 1 号住居址実測図 ・ 出土士器

3 4号・47号住居址を切 って構築 され、 32 号住居址 に切 られている。 長軸約 4. 70mの隅丸長方 形形態を呈す る。

主柱穴 は 2個 確認されただけ で あるが、 4 個の長方 形配 列と思 わ れる。 補助支柱 と考えられる柱穴 も 2個検出 され

ている。 炉址は不 明で ある。

出 土土器 には、 壺 • 高坪 • 甑 形土器 がある。 壺形土器 の3 は、 口縁部はそれほど大 き〈 開 かない小形品で あると

思 わ れる。 高坪 形土器 には、 坪 中 位 に鋭 い屈曲 をなし て口 縁部が外反す る(1 ) と、 椀 状の坪 部を呈す る(5 ) の 2

つ の坪 部形態が認め られる。 2 · 4 は高坪 の脚 部で あり、 とも にハ の字 状に短〈 開 い て終 る形態を呈する。 甑 形土

器 の6 は、 底部に一孔を有 し 、 体部は底部より直線的に外開 し 、 鉢形を呈す る。
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34号 （ 口 ） 住居址 31 号 ·65 号 住居址下 から検出された住居址 で、 34号 住居址 を切 り、 47号 住居址 に切 られ

る。長 軸 7.5 0 mの隅丸長方形形態を呈 すると思われ、およ そ 北東に主軸を向け る。主柱穴 は 2 個検出され、 4 個長

方 形配 列かと思われる。 北東側柱 穴 間中 央に炉 が位置し 、 地床炉 である。 住居址中 央部には貼 床が認め られる。4 7

号 住居址 も隅丸長方形プ ラン を呈 すると思われるが規模、 構造等詳細は不明である。

＠
 

゜ 2 111 

III- 228 3 4 号 （ 口 ） · 47 号住居址実測図

I II- 2 29 34 (口 ） 号， 47号住居址

5-

r
\cm

 
.

5
 

沿―·,

o

 

3
 0 5 cm 4 

しー ' ' ' ' ' 

! Il - 23 0 3 4 号（イ） ( 1) ・ （口） ( 2  - 4 ) 住居址出土土器

34号 （ イ ） 住居址 からは、 小型 の甕形土器 が出土し てい る。口 縁部は頸部よ り強 く外反 し、 端部は丸みをおび る。

また口 縁部に最大径 がある。文様は、 頸部に櫛 描簾 状文を施文し た後、 波状文か� される。

34号 （ 口 ） 住居址 からは、 壺・甕形土器 の破片が出土してい る。 3 は壺頸部破片である。 櫛 描T 字 文が施文され

てい る。 2· 4 は甕形土器頸部付近の破片で、 2は頸部に櫛 描簾 状文を施文した後に櫛 描波状文力渭i 文され、 4 は

頸部に櫛 描簾 状文が 2 段施文されてい る。
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0 5 cm � —• 一• 一., ,.一’

lll -232 37 号住居址出 土土器

lll -231  37 号 ・ 33 号 ・ 35 号住居址

甕形土器破片か出 土して いる。 口 縁部は頸部よ り 緩やかに外反して丸みをもつ 。 文

様は櫛描波状文か前i文され て いるだ けで、 簾状文は施文されない。 内面はヘ ラ ミ ガ キ

整形力'nffiされる。 こ のほか石器に砂岩製の砥石が出土して いる。

rn ー233 38 号住居址
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lll - 234 4 0号住居址
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A -

I II - 235 3 8号 · 4 0号住居址実測図

比、 2

\1,/, &, ー ゜ 10 cm 

lll - 23 6 3 8号住居址出土土器
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I II- 23 7 4 0号住居址出土土 器

38号住居址 出 土土器 ( IIl - 23 6 ) 壺• 小 形広口 壺• 高坪 形土器 とミ ニチュ ア 土器 が出土している。 1 は頸 部下

に櫛 描T 字 文を施す該 期の典型 的な壺形土器 で、 5 は体部下 半片である。 2 は小 形の広口 壺で、 口 縁部は頸 部より

強 く外反 し口 縁部に最大径 を有す。3 はミ ニチュ ア 品であるが、 内外面ともヘ ラミガキ整形され赤色塗彩される。

4 は高坪脚 部で、 短くハ の字 状に外開 し、 底部でさらに外開 して終 る。また凹 石(II I- 171- 1 ) が出土している；

40号住居址 出 土土器 出土量は多く、 壺・甕• 台 付 甕・鉢形土器 がある。6 は口 縁端部に山形突起が付 される。

7 は壺体部片であるが、 下 半のくびれ部に鋭 さがない。10 · 19 - 21 は壺底部片である。 5 は広口 壺で、 口 縁部はゆ

るや かに立 ち上 がり、 端部で強 く外反 する。14 は大形の甕形土器 で、 口 縁部はゆ るや かに外反 する。頸 部に櫛 描横

線文とヘラ切 りT 字 文が施される。15 は体部中位 に最大径 があり、 口 縁端部は内弯 気 味に立 ち上 る。文様は頸 部に

二 段の櫛 描波状文を描いたのち、 口 縁部と体部に帯を意識 した櫛 描波状文になる。16- 18 は小 形の台 付 甕で、 体部

中位 に最大径 のある17 と口 縁部に最大径 のある18 の二 形態がある。文様はいず れも頸 部に櫛 描篤 状文を施文した

のち、 波状文が描かれる。1- 4 は高坪 形土器 である。 1 は直線的に外開 した坪 部か 端部で内弯 気 味に立 ち上 り、

2 の口 縁部は水 平 様になり、 3 · 4 は椀 形になる。11は脚 部片で、 坪 部との接合 部付 近に断 面三 角形状の突帯がめ

ぐらされる。12 · 13 も脚 部であるが、 12 は短くハ の字形に外開 して終 る。 8 · 9 は鉢形土器 であるが、 体部はいず

れも底部より直線的に外開 して終 る形態になるものと思われる。22 は甕形土器 の体部下半である。
- 1 3 5  -



量

39号住居址 38 号住居址 、3 号井戸址

に切 られる。2 . 66 X (2 . 90) mのやや胴張 り

瓢 の隅丸長方形を呈する。 主柱穴 ． 炉址等詳

細は不明である。主 軸はN 55°W方向にな

る。

出土土器 は破片 であるが、 壺・甕形土器

がある。 1 · 2 はともに壺肩部の破片 であ

り、 櫛 描T 字 文力吼信 されている。3 は甕形

土器 体部上半 の破片で、 櫛 描波状文が3 段、

下から上の順序 に施文されている。

ー r
 

゜ 2 m 

III - 238 39 号住居址 、 土壊 22 実測図 ・ 出土土 器

III -239 38 号 ・39 号住居址， 土塘 22

� 

.゚...... ·-· ー•一

2 m  

III - 240 41 号住居址実測図 ・ 出 土土 器
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41号住居址 79 号住居址を切 って構築 されている。長軸約 6 .0 mの隅丸 長方形を呈す ると思われる。未 調査部

分が多く炉址等 は不 明だが、 柱穴 1個なら びに周 溝 が東壁側で検出 されている。

出 土土器 量は少 なく、 器 種には壺・甕 • 高杯 形土器 がある。 1 の壺は櫛 描横線文をヘラで切 るヘ ラ切 りT 字 文が

施される。 2の甕は体部上半 の破片であるが、 櫛 描波状文が6 段、 上か ら 下へ の順序 に施文されている。

III ー 24 1 4 1 号住居址
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lII - 242 43 号住居址実測図 ・ 出土土器
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III -243 43 号住居址

43号住居址 79 号住居址・ 3 号溝址を切 り、 44号住居址に切 られる。長軸3.80m の隅丸方形を呈 するが、 柱穴 •

炉址等詳細は不 明である。

出土土器 (II l- 242) には壺 ・ 甕 • 甑 ・蓋・鉢形土器 がある。壺の1 · 3 · 4 は大 形品、 2 は広 口壺である。 6 の

甕は中形品、 5 は台付甕であり、 と もに頸部 に簾 状文を施文した のち、 波 状文をめぐらす。 10 は底部 中央に一孔を

有する甑 で、 鉢(8·9) 同様、 底部 より直線的に外開 した 体部 が、 口縁部 で内弯 する特徴 を有する。

゜

甕形土 器 破片が 2 点出土している。と もに

頸部 よりゆ るや か に外反 して立 ち上った口縁

部 が、端部 付近で内弯 ぎみに立 ち上り、 丸み

をもって終 る形態を呈す。
III -244 51 号住居址出土土器

゜ 2 m 

▽
 ゚ （

 

/ 2
応 I), 

� 

4
 

I II - 245 55 号 ·5 6 号住居址実測図 ・ 出 土土器

55号 ・ 56号住居址 遺構詳 細は不明であるが、 隅丸長方形を呈するものと思われる。

4 は壺頸部 片で、ヘ ラ描横線文を施す。鉢形土器 には、1 の鉢状、2 の皿 状、 3 の椀 状を呈 する三 形態がある。

このほか に平 板状の台石（磨石） が出土 している。
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III -246 57 号住居址

゜ 2 m  

III -247 57 号住居址実測図

—ー ／八 w�
�, 

r:1)6 

0 5 cm —- . . .• •  
III - 248 57 号住居址出土土器

8 号溝址 により破壊を受ける。形態は隅丸方形を 呈し、 主軸方向はN 17' E になる。南北4 . 25 m を測 る。

1は高坪坪 部で口縁部が有段になる。 2は脚 部でハ の字 状に外開 する。 4 は鉢形土器底部である。 5 は広 口壺の

ミ ニ チ ュ ア であるが、 複合 口縁になり、 断 面三 角形を呈する。また頸部下 には剌突文かnfli � fL Q o 6 は手捏 形土器

で、外面はヘラナデ整形される。3 は甕形土器 の底部で、 外面はヘ ラミ ガ キ整形である。
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III - 249 6 1 号住居址出土土器

61 号住居址

62 号住居址 の南側に位置しており、

調査時 ではす でに床 直 上付近まで掘り

下げ られていた。 そのため規模• 内部

施設等 不明であるが、 床 面に貼床 がみ

られ、 出 土士 器 はこの貼床 及ぴその直

上からのものである。

小形壺・ 甕• 高坪 ． 鉢形土器 が出 土している。 4は体部中位 に最大径 を有す る壺形土器 である。 甕はともに小形

品で、 1 は口 縁部が〈 の字 状に外反 し、 2 はゆ るや かに立 ち上りつ つ 外反 する。 3 は高坪坪 部で内弯気味 に立 ち上っ

たのち、 口 縁部は更 に内弯気 味に外開 し、 端部内面は丸 〈 肥厚す る。

i 
／
 

-.r----- I 

C, 。 ◎
 

。 2 m  

III - 25 0 6 2号住居址， 土猥 1 9-2 0実測図

゜ 1 0 cm 

[[[ - 251 6 2号住居址出土土器

63号住居址 より古 い。 形態は隅丸方形を呈す るものと思われるが、 西側の半分以 上調査区 外にあり、 規模等 は不

明である。 主 軸方向はN 40°Wである。

壺 • 甕・ 器台形土器 が出 土しているが、 少 量である。 3 は壺形土器 体部下 半、 1 は甕形土器 体部上半の破片であ

る。 2 は器台形土器 で、 坪底部から脚 部に かけ円孔がう がたれる。
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II I-252 62 号 · 6 3 号住居址

II I-25 3 6 3 号住居址

71 �-零 I
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贔
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写亨

’ー・— .. -· -· ., 

l IJ - 25 4 6 3 号住居址実測図 ・ 出 土土器

63号住居址 土 猥 20· 21 に切 ら れる。 未 調査部 分が多く 規模等不 明で あるが、 形態は隅丸 方形を呈 するも のと

思わ れる。 柱穴 • 炉址等 は不 明であるが、 主 軸方向はN 43°Wに なり、 北壁31 cm · 西壁35 cmを測る。

出 土土 器 に は、 甕• 甑 ． 鉢形土 器 と赤 色塗彩さ れた甕形 ・ 壺形土器 破片 がある。 1 は小形甕の口縁部 で、 頸 部 よ

り内 弯気味 に立 ち 上 がる。 2も 甕の口縁部 であるが、 頸部 より短〈外反 し 、 端部 は丸 みを有する。 3 · 4 は甑 形土

器 である。 とも に 底部 に一 円孔がうがたれ、 体部 は底部 よ り直線的に 外開 する鉢形になる。 5 は鉢形土器 で、 内 外

面 とも ヘラミ ガキ さ れ赤 色塗彩さ れる。 壺・ 甕の破片 資料 は各 1 点ず つ 出土し ている。 1 は甕形土器 口 縁部 破片 で、

頸部 よ り緩や かに 外反 し 、 端部 は丸 みを有する。 櫛 描波状文が下 から 上へ 6 段施文さ れている。 2は壺形土器 の頸

部 破片 で、 櫛描 T 字 文が施さ れる。
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゜ 2 m  0 5 cm 
- • — '" •• 一

III - 2 5 5 64 号住居址実測図 ・ 出土土器

III - 256 6 4 号住居址

64号住居址 65号住居址 およびに土壊 22に切 られる。短軸約 4. 0 mのやや胴張 りの 方形プ ラン を呈 すると思わ

れる。 主軸方向はN 9 ' E を指 す。主柱穴 は2 個確認さ れ、 方 形に配 列さ れてい たと考えられる。炉址 は不明である。

床面は平坦で軟弱 である。 掘り込みは、 北壁 7cm· 南壁13cm・ 東壁10 cmにすぎ ない 。

出 土遺物量は多 くない が、 壺 ． 甕• 高坪 ·鉢形土器 が出 土し てい る。 1 - 3 は甕形土 器 で、 1 には上から下へ 櫛

描波状文が 7 段施文さ れ、 2 · 3 には、 櫛 描波状文が 2段確認さ れる。 4 は壺 で、櫛 描T 字 文が描かれる。
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2 m 

I II - 257 71 号 ・ 72 号住居址 実測図

II I- 258 71 号 ・72 号住居址

゜ 10 cm 

� \J.I; 

ーフ ニ、

II I - 25 9 71 号住居址出 土土器

71 号住居址 形態は隅丸長方形を呈 し、 南北軸はN 3 4° E になる。 南北約 6mの規模で、 掘り込みは北壁が31

cm 、 東壁か 3 6cm と深い。炉 は不明であるが、 主柱穴 は 2個確認され、 4 個方形配 列であろう 。

出 土遺物 は比較 的多い。 1 の壺形土器 は該 期の形態をとどめるものの、 施文方法 が異なり注目される。 4 は口 縁

部 に最大径 が有 る小 形甕形土器 である。3 ·5 は高坪 形土器 で、 5 は台付 甕形を呈し、 脚 部に三 角形透 しが 4孔あ

る。 6 · 7 は浅鉢形土器 で、 体部は直線的に外開 する。 2 · 3 ·5 - 7 は内外面とも赤色塗彩が施される。
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゜ 2 m  

III -260 73 号 ・ 77 号住居址実測図

\I 

゜ 1 0  cm 

III ー 261 77 号住居址出 土土器

出土土器量は比較的 多 く 、 壺 ( 7 · 8 ) · 甕 ( 5 · 6 ) · 高坪 ( 1 - 3 ) ・ 浅鉢 ( 4 ) 及 ぴ赤色塗彩された広口壺 ・ 蓋

形土器片があり、 石器に凹石 (III - 170- 4 · 12) が2 点出土している。 ま た土偶 ( III- 166- 3 ) の出土が見られたが、

混入品であろ う 。 1 は坪部で、 椀形を呈する。 2 · 3 は脚部片で裾部がわずかに外開する。 4 は底部外面を除き赤

色塗彩が施される。 5 は台 付寝形土器になると思われ、 口縁部に最大径があり、 端部は内 弯気味になる。 6 は大形

の甕で、 体部中央に最大径がある。 甕形土器の文様は、 頸部に櫛描簾状文があるほか、 体部下半 ま で波状文が施さ

れる。 8 の頸部文様帯は、 ハ ケ整形後に櫛描T 字文が施される。
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Ill - 262 73 号 ・ 77 号住居址

73号住居址 75号 ・ 77号住居址と複合関係 にあるか 、 出土遺物 がな〈時 期不 明である。

77号住居址 南壁に合 口壺棺が見 られた住居址で、 形態は、 N 34° E に南北軸がある隅丸 方形を呈する。南北規

模は 5. 9 mを測り、検出面か らの掘り込みは、北壁4 m・ 南壁33cm · 東壁1 5cm の深さになる。主柱穴 は東壁沿 い

に2 個確認され、 6 本柱 の住居址を想定する。 床面は平坦で軟弱 である。炉址は確認できなか った。

合 口 壺棺 77号住居址の南壁

＼
 

の一 部を掘り込ん で、 埋 設されて

いる。 土猥の規模は定か でないが

南壁か ら推定すると長軸 80cm 前

後の楕円形を呈するものと思 わ れ

る。主 体壺の1 が頸部を東に、 横

むきにねか された状況 で検出され

た。頸部には、 2の壺形土器 でふ

さぎ、 体部のおおいは3 の大形品

体部上半片が使用される。主 体壺

の底部か らライ ト プル一 色のガ ラ

ス小玉 (III - 166- 3 0-3 8)·鉄 石英

製管玉（同 ー 3 9)と人骨歯3 点が出

土した。

2 0  cm 

III ー 263 77 号住居址内 合 口 壺棺
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III -264 壺棺出土状態

SD 3 

2
 ゜ 2 111 

0 5 cm •• 一 ・ ・・ •一贔 ―

III - 265 79 号住居址実測図 ・ 出 土土器

形 態は近隣の 遺構 に 切られ 不明な点が 多いが 、 隅 丸方形を呈す る。 掘り込みは南 壁 29 cm · 西壁 33cmを測 る。

出 土量は少な い 。 1 · 2は壺形 土器の頸部 付近の破片で 、 と も に 櫛 描 T 字文 か施文される。 3は甕形土器 口縁部

片で 、 波状文か下から上へ 3段施文される。 4は頸部 片で 、 櫛 描簾状文 お よ び波状文か描かれ る。
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 I l l- 2 6 6 82 号住居址出土土器

82号住居址 (l l l- 3 82) 北壁と西壁の一 部を検出したにすぎない。形態は隅丸

方形を呈 し、 北壁の深さは1 6cm である。床面は平坦 で軟 弱 である。他の施設は不明

である。

出土量は少 な〈、 形のわかるものは小形の甕形土器 l片にすぎない 。口 縁部は頸

部より緩や かに外反 し、 端部は内弯 して受口 気 味に立 ち上がる。頸部に簾 状文を 2

段施し、 口縁部と 体部に波状文を施文する。内面は比較 的丁寧 なヨコヘラミ ガキ整

形がなされる。

D｀ー惑

-
D
 

も
B'-

-C 

゜ 2 rn 

- A 

-C 

III - 2 6 7 83 号 · 84 号 · 85 号住居址実測図

84号住居址 83号住居址下 面より検出された住居址 で、 85 号住居址 および土堀31 により切 られている。ちな

みに 83号は古墳時代後期の、 85 号の上面から平安時代の土器 が出土してい る。

形態はやや胴張 りの隅丸 長方形を呈 し、 長軸方向はN 47°Wになる。規模は長軸 4 .05 m・ 短軸 2 . 8 mを測る。掘

り込 みは深〈、 北壁 40cm · 南壁36cm · 東壁 41 cm · 西壁 44cm になる。柱穴 は西壁に沿 って 2 個確認されたが、 東

壁にはない 。炉 は中央より南壁によった所 に位置し、 径 30cm 程の地床炉 である。この炉 内からつぶ れた状態で甕形

土器 が出土し、 炉 に伴 う用途 が考えられる。 床面は平坦 で、 住居址 中央付近は硬 〈なる。

85号住居址 この遺構下部から弥生時代の土器 が多〈出土しており、 本来 は該 期の住居址 であったものと考え

られる。形態は長方形で、 N 38°W方向に長軸か ある。長軸 2 .35 m・ 短軸1 .35 mの小形のものであるが、 掘り込 み

は深〈、 北壁 74cm · 東壁68 cm · 西壁 75 cm を測る。 床面は平坦 で軟弱 である。柱穴 ・ 炉等 の施設はない 。

- 1 47 -



IIl- 2 68 83 号 · 84 号住居址， 土塘 3 1

， 

III - 2 6 9 8 4 号住居址出土土器

甕 • 高坪 · 鉢形土 器 か出 土 し てい る。 7 - 10 は甕 である。 7 · 8 は口 縁端 部内 面か 三角形状 に若干 突出 し 、 8 は

ナ テ整形され る。9 ・ 10 は中 形品で、 頸 部より 外反 する口 縁部が端 部で内 弯 気味 に立 ち 上がる。10 の 体部は倒卵 形

を 呈 する。 1 - 6 · 11 · 12 は高坪 であり 、 大 形品は底部より 直線的 に外開 し た杯 部が端 部で外反 する( 1 · 4)、 埒

中 位 も し く は上位 に曲折 を 有する(2 · 5 ) 、皿状 の 坪 部を 呈 す( 3 ) の 3 形態がある。小形品に は椀 形の もの ( 6 .

1 2) と鉢状の (11) か存 するが、 11 · 12 は 内 面だけ赤色塗彩され てい る点 特異 である。
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5 c,"可 こ＼〗 _rl ,�
III -2 7 0 89 号住居址 出土土 器

出土量は多〈ない。甕(1 )・ 高坪( 3

4 ) ・ 鉢( 6 )・ 蓋形土器(2 ) が出土して

いる。1 の施文は、 櫛 描簾 状文と波状文

になる。2 はつ まみ部 で上面は凹 む。3

の裾部 は外開 する。 5 は鉢形になるも の

と思 わ れるが赤色塗彩されず 、 甕形土器

かも しれない。

III-2 71 9 1 号住居址
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2 m  

II I- 2 72 9 1号住居址 実測図 ・ 出土土 器

形態は3 . 3 5X 3 .8 7mの隅丸 方形を呈し、 主軸はN 8 9. E を指 す。主柱穴 は2 個確認され方形配 列になると思 わ れ

る。炉址 は東側柱穴 間にあり 、 径約 4 5cmの地床炉 である。北壁21 cm· 南壁2 6cm· 東壁21 cm· 西壁16cmを測る。

出土土器 には、 高杯 ・ 鉢 ・ 壺 · 甕形土器 がある。2 · 3 は高坪坪部 でとも に底部 より 直線的に外開 し、 端部 で内

弯 する形態になる。1 は鉢形土器 で中位 より 口縁部 が強 〈内弯 する。破 片には壺と甕があり 、 5 にはヘ ラ切 り T 字

文が、 4 は櫛 描簾 状文と波状文力湘は 文される。他 に土偶(I II - 16 6- 2 ) と石 鏃 （同 一 1 9 ) が出土している。
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゜ 2 m  

lll -273 92 号 · 93 号 · 98 号住居址， 土擦 33 · 39 実測図

III -274 93 号住居址出土土器

93号住居址 92 号· 95 号住居址と重複関係 にあり、最も古 い住居址であるが、東側半分が未 調査区へ 延 び るた

め 全容 を知 り得 ない。 形態は長方形を呈し、長軸方向はN 21
°
E になる。掘 り込みは、 北壁27 cm· 南壁17 cm· 西壁

15 cmになり、住居址規模は長軸5 . 15 m・ 短軸4 . 15 mを測る。床 面は平坦で、黄褐色砂 質土上に貼床 が認め られる。

主柱穴 は4 個の方形配 列になるものと思われる。西壁より土横33 の縁付 近に焼 土痕が確認され、 ここに炉 があった

ものと考え られるが、 91 号住居址と同時 期のものであれば 、反対 側にある可能性 が強 い。

出土遺物 量は多くない。． 器 種に壺・ 甕• 高坪 土器 があり、凹 石 ( III - 170- 6 ) が出土している。 4 は壺形土器肩

部 破片であり、 櫛 描T 字 文が施文されている。 1 · 2 は甕形土器頸部 付近の破片である。 ともに頸部 に簾 状文を施

文した後に波状文が描かれる。 1 は簾 状文が 2 段施文され、 その後上から下へ 波状文か�且 文される。 2 は頸部簾 状

文の施文後、口縁部 は下から上へ 、体部 は上から下へ 波状文力哺恒 される。 3 は甕の口縁部 で、頸部 より緩や かに立

ち上がり、端部 下に無文帯を形成した後上から下へ 波状文が描かれる
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゜
SB 95 / 

II I- 2 75 95 号住居址実測図 ・ 出土土器

゜ 2m 

93号·9 7号 住居址に切 られ、 長軸の規模は 不明であるが短軸3 . 55mの隅丸長方形を呈すると思われる。 主柱穴

は 4 個で方形に配 列され、炉址は 南側柱穴 間中央寄 りに有り、 径 55cmの地床炉 である。

出 土土器 には 広口壺( 2) と高坪( 1) がある。 2の頸部には 櫛 描簾 状文か前i 文される。1は 鉢形土器 の可能性 もある。

2 0 

llI - 27 6 1 0 0 号住居址 ・ 出土土器

m
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写ノ茫

壺・甕形土器 の破片が検出 された 。 1 

は 甕肩部、 2 は 甕体部中位 の破片である

が、 ともに波状文が施文される。 3は 壺

頸部の破片で、 内外面とも赤色塗彩され

ない。

II I- 2 77 117 号 ・1 18号住居址
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III ー 278 117 号住居址出土土器

1 17号住居址(Il lー 18) 形態は方形を呈し、 南北軸6 .15m で、

北壁1 8 cm · 南壁13 cm の深さになる。 床面の貼 床は数 層になる。

出土遺物量は少 な〈 、 壺・甕• 高坪 形土器 そして横 刃 石器( III -

1 68- 9·10 ) が出土しているが、 混入品であろう 。 図示 した 甕形

土 器 の施文は、上から 下へ 3 段の櫛 描波状文である。

IIIー 279 1 22 号住居址

III- 280 1 20 号 ・1 22 号住居址

122 号住居址 住居址 の西半分以 上未 調査区 にかかり全容 は知 り得 ないが、 長方形を呈する形態になると思わ

れる。南北軸はN 28' E を指 し、 その規模は 8 m以上の大 形の住居址である。掘り込みは浅く、 東壁4 cm · 北壁 23cm 

を測る。主柱穴 の配列 は不 明であるが、 6 個方形配列 になるものと思われる。炉 は中央北寄 りにあり、 径 35cm 程の

地 床炉 で、 その周辺 1. 4 m の範囲 に炭化物か 認め ら れた 。 床面は平坦で貼 床になる。
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